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(57)【要約】
　本技術は、より臨場感のある高品質な音声を得ること
ができるようにする復号装置および方法、符号化装置お
よび方法、並びにプログラムに関する。
符号化装置は、符号化ビットストリームのPCEにおける
コメント領域にスピーカ配置情報を格納するとともに、
コメント領域に格納される他の一般コメントとスピーカ
配置情報とを区別することができるように、さらにコメ
ント領域に同期ワードと識別情報を格納する。符号化ビ
ットストリームの復号時には、コメント領域に記録され
ている同期ワードと識別情報により、スピーカ配置情報
が格納されているか否かが判定され、その判定結果に応
じたスピーカ配置で、符号化ビットストリームに含まれ
ているオーディオデータが出力される。本技術は、符号
化装置に適用することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号化ビットストリームの任意のデータを格納可能な領域から、所定の情報の有無を識
別するための識別情報を読み出す識別情報検出部と、
　複数の前記識別情報に基づいて、前記任意のデータを格納可能な領域から、前記所定の
情報を読み出す読み出し部と
　を備える復号装置。
【請求項２】
　前記任意のデータを格納可能な領域には、前記識別情報として、予め定められた第１の
識別情報と、前記所定の情報に基づいて算出される第２の識別情報とが格納されている
　請求項１に記載の復号装置。
【請求項３】
　前記読み出し部は、前記任意のデータを格納可能な領域に含まれる前記第１の識別情報
が予め定められた特定の情報であり、かつ前記任意のデータを格納可能な領域から読み出
された前記第２の識別情報が、読み出された前記所定の情報に基づいて算出された前記第
２の識別情報と一致する場合、前記所定の情報が有効な情報であるとする
　請求項２に記載の復号装置。
【請求項４】
　前記読み出し部は、読み出された前記第１の識別情報が予め定められた特定の情報であ
る場合、前記任意のデータを格納可能な領域において前記第１の識別情報に続いて配置さ
れている前記所定の情報の読み出しを開始する
　請求項３に記載の復号装置。
【請求項５】
　前記第２の識別情報は、前記所定の情報を含む情報に対してバイトアラインメントを行
なうことで得られた情報に基づいて算出される
　請求項４に記載の復号装置。
【請求項６】
　前記任意のデータを格納可能な領域には、予め定められた範囲内の任意の数の前記所定
の情報が含まれており、
　前記読み出し部は、前記バイトアラインメントを行なうことで得られた情報が、所定の
大きさの情報でない場合、前記所定の情報は無効な情報であるとする
　請求項５に記載の復号装置。
【請求項７】
　前記所定の情報はオーディオデータに関する情報であり、
　前記符号化ビットストリームに含まれている前記オーディオデータを復号する復号部を
さらに備える
　請求項６に記載の復号装置。
【請求項８】
　符号化ビットストリームの任意のデータを格納可能な領域から、所定の情報の有無を識
別するための識別情報を読み出し、
　複数の前記識別情報に基づいて、前記任意のデータを格納可能な領域から、前記所定の
情報を読み出す
　ステップを含む復号方法。
【請求項９】
　符号化ビットストリームの任意のデータを格納可能な領域から、所定の情報の有無を識
別するための識別情報を読み出し、
　複数の前記識別情報に基づいて、前記任意のデータを格納可能な領域から、前記所定の
情報を読み出す
　ステップを含む処理をコンピュータに実行させるプログラム。
【請求項１０】
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　所定の情報の有無を識別するための複数の識別情報と、前記所定の情報とを符号化する
符号化部と、
　符号化された前記所定の情報および前記識別情報を、任意のデータを格納可能な領域に
格納して符号化ビットストリームを生成するパッキング部と
　を備える符号化装置。
【請求項１１】
　前記任意のデータを格納可能な領域には、前記識別情報として、予め定められた第１の
識別情報と、前記所定の情報に基づいて算出される第２の識別情報とが格納される
　請求項１０に記載の符号化装置。
【請求項１２】
　前記任意のデータを格納可能な領域に含まれる前記第１の識別情報が予め定められた特
定の情報であり、かつ前記任意のデータを格納可能な領域から読み出された前記第２の識
別情報が、読み出された前記所定の情報に基づいて算出された前記第２の識別情報と一致
する場合、前記所定の情報が有効な情報であるとされる
　請求項１１に記載の符号化装置。
【請求項１３】
　前記任意のデータを格納可能な領域において、前記第１の識別情報に続いて前記所定の
情報が配置され、読み出された前記第１の識別情報が予め定められた特定の情報である場
合、前記所定の情報の読み出しが開始される
　請求項１２に記載の符号化装置。
【請求項１４】
　前記任意のデータを格納可能な領域には、前記所定の情報を含む情報に対するバイトア
ラインメントの実行を指示する情報、および前記バイトアラインメントにより得られた情
報に基づいて算出された前記第２の識別情報と、前記任意のデータを格納可能な領域に格
納されている前記第２の識別情報との照合を指示する情報がさらに格納される
　請求項１３に記載の符号化装置。
【請求項１５】
　前記任意のデータを格納可能な領域には、予め定められた範囲内の任意の数の前記所定
の情報が格納され、前記バイトアラインメントを行なうことで得られた情報が、所定の大
きさの情報でない場合、前記所定の情報は無効な情報であるとされる
　請求項１４に記載の符号化装置。
【請求項１６】
　前記所定の情報はオーディオデータに関する情報であり、
　前記符号化部は、前記オーディオデータを符号化し、
　前記パッキング部は、符号化された前記オーディオデータを前記符号化ビットストリー
ムに格納する
　請求項１５に記載の符号化装置。
【請求項１７】
　所定の情報の有無を識別するための複数の識別情報と、前記所定の情報とを符号化し、
　符号化された前記所定の情報および前記識別情報を、任意のデータを格納可能な領域に
格納して符号化ビットストリームを生成する
　ステップを含む符号化方法。
【請求項１８】
　所定の情報の有無を識別するための複数の識別情報と、前記所定の情報とを符号化し、
　符号化された前記所定の情報および前記識別情報を、任意のデータを格納可能な領域に
格納して符号化ビットストリームを生成する
　ステップを含む処理をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本技術は復号装置および方法、符号化装置および方法、並びにプログラムに関し、特に
、より臨場感のある高品質な音声を得ることができるようにした復号装置および方法、符
号化装置および方法、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、世界各国で動画像配信サービスやデジタルテレビジョン放送、次世代アーカイビ
ングの導入が進み、音声部分では従来のステレオ放送に加え、5.1チャンネルのマルチチ
ャンネルに対応したものが普及し始めている。
【０００３】
　一方、さらなる高画質化に向け、より画素数を高めた次世代ハイビジョンの検討が進め
られており、これに伴い音声部分も5.1マルチチャンネルを超え、さらなる臨場感を実現
するために平面方向および垂直方向でのチャンネル拡張が期待されている。
【０００４】
　また、オーディオデータの符号化に関する技術として、異なるチャンネルからの複数の
ウィンドウをいくつかのタイルにグループ化することで、符号化効率を改善させる技術も
提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－２１７９００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述した技術では、臨場感のある高品質な音声を得ることは困難であっ
た。
【０００７】
　例えば、国際標準化規格であるMPEG(Moving Picture Experts Group)-2 AAC(Advanced 
Audio Coding)およびMPEG-4 AAC規格のマルチチャンネル符号化では、平面方向でのスピ
ーカ配置の規定および5.1チャンネルからステレオチャンネルへのダウンミックス情報の
みが規定されているだけである。そのため、水平面および垂直方向でのチャンネル拡張に
充分に対応できていなかった。
【０００８】
　本技術は、このような状況に鑑みてなされたものであり、より臨場感のある高品質な音
声を得ることができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本技術の第１の側面の復号装置は、符号化ビットストリームの任意のデータを格納可能
な領域から、所定の情報の有無を識別するための識別情報を読み出す識別情報検出部と、
複数の前記識別情報に基づいて、前記任意のデータを格納可能な領域から、前記所定の情
報を読み出す読み出し部とを備える。
【００１０】
　前記任意のデータを格納可能な領域には、前記識別情報として、予め定められた第１の
識別情報と、前記所定の情報に基づいて算出される第２の識別情報とが格納されているよ
うにすることができる。
【００１１】
　前記読み出し部には、前記任意のデータを格納可能な領域に含まれる前記第１の識別情
報が予め定められた特定の情報であり、かつ前記任意のデータを格納可能な領域から読み
出された前記第２の識別情報が、読み出された前記所定の情報に基づいて算出された前記
第２の識別情報と一致する場合、前記所定の情報が有効な情報であるとさせることができ
る。
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【００１２】
　前記読み出し部には、読み出された前記第１の識別情報が予め定められた特定の情報で
ある場合、前記任意のデータを格納可能な領域において前記第１の識別情報に続いて配置
されている前記所定の情報の読み出しを開始させることができる。
【００１３】
　前記第２の識別情報は、前記所定の情報を含む情報に対してバイトアラインメントを行
なうことで得られた情報に基づいて算出されるようにすることができる。
【００１４】
　前記任意のデータを格納可能な領域には、予め定められた範囲内の任意の数の前記所定
の情報が含まれるようにし、前記読み出し部には、前記バイトアラインメントを行なうこ
とで得られた情報が、所定の大きさの情報でない場合、前記所定の情報は無効な情報であ
るとさせることができる。
【００１５】
　前記所定の情報をオーディオデータに関する情報とし、前記符号化ビットストリームに
含まれている前記オーディオデータを復号する復号部をさらに設けることができる。
【００１６】
　本技術の第１の側面の復号方法またはプログラムは、符号化ビットストリームの任意の
データを格納可能な領域から、所定の情報の有無を識別するための識別情報を読み出し、
複数の前記識別情報に基づいて、前記任意のデータを格納可能な領域から、前記所定の情
報を読み出すステップを含む。
【００１７】
　本技術の第１の側面においては、符号化ビットストリームの任意のデータを格納可能な
領域から、所定の情報の有無を識別するための識別情報が読み出され、複数の前記識別情
報に基づいて、前記任意のデータを格納可能な領域から、前記所定の情報が読み出される
。
【００１８】
　本技術の第２の側面の符号化装置は、所定の情報の有無を識別するための複数の識別情
報と、前記所定の情報とを符号化する符号化部と、符号化された前記所定の情報および前
記識別情報を、任意のデータを格納可能な領域に格納して符号化ビットストリームを生成
するパッキング部とを備える。
【００１９】
　前記任意のデータを格納可能な領域には、前記識別情報として、予め定められた第１の
識別情報と、前記所定の情報に基づいて算出される第２の識別情報とが格納されるように
することができる。
【００２０】
　前記任意のデータを格納可能な領域に含まれる前記第１の識別情報が予め定められた特
定の情報であり、かつ前記任意のデータを格納可能な領域から読み出された前記第２の識
別情報が、読み出された前記所定の情報に基づいて算出された前記第２の識別情報と一致
する場合、前記所定の情報が有効な情報であるとされるようにすることができる。
【００２１】
　前記任意のデータを格納可能な領域において、前記第１の識別情報に続いて前記所定の
情報が配置され、読み出された前記第１の識別情報が予め定められた特定の情報である場
合、前記所定の情報の読み出しが開始されるようにすることができる。
【００２２】
　前記任意のデータを格納可能な領域には、前記所定の情報を含む情報に対するバイトア
ラインメントの実行を指示する情報、および前記バイトアラインメントにより得られた情
報に基づいて算出された前記第２の識別情報と、前記任意のデータを格納可能な領域に格
納されている前記第２の識別情報との照合を指示する情報がさらに格納されるようにする
ことができる。
【００２３】
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　前記任意のデータを格納可能な領域には、予め定められた範囲内の任意の数の前記所定
の情報が格納され、前記バイトアラインメントを行なうことで得られた情報が、所定の大
きさの情報でない場合、前記所定の情報は無効な情報であるとされるようにすることがで
きる。
【００２４】
　前記所定の情報をオーディオデータに関する情報とし、前記符号化部には、前記オーデ
ィオデータを符号化させ、前記パッキング部には、符号化された前記オーディオデータを
前記符号化ビットストリームに格納させることができる。
【００２５】
　本技術の第２の側面の符号化方法またはプログラムは、所定の情報の有無を識別するた
めの複数の識別情報と、前記所定の情報とを符号化し、符号化された前記所定の情報およ
び前記識別情報を、任意のデータを格納可能な領域に格納して符号化ビットストリームを
生成するステップを含む。
【００２６】
　本技術の第２の側面においては、所定の情報の有無を識別するための複数の識別情報と
、前記所定の情報とが符号化され、符号化された前記所定の情報および前記識別情報が、
任意のデータを格納可能な領域に格納されて符号化ビットストリームが生成される。
【発明の効果】
【００２７】
　本技術の第１の側面および第２の側面によれば、より臨場感のある高品質な音声を得る
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】スピーカ配置について説明する図である。
【図２】スピーカマッピングの一例を示す図である。
【図３】符号化ビットストリームについて説明する図である。
【図４】height_extension_elementのシンタックスを示す図である。
【図５】スピーカの配置高さについて説明する図である。
【図６】MPEG4 ancillary dataのシンタックスを示す図である。
【図７】bs_info()のシンタックスを示す図である。
【図８】ancillary_data_status()のシンタックスを示す図である。
【図９】downmixing_levels_MPEG4()のシンタックスを示す図である。
【図１０】audio_coding_mode()のシンタックスを示す図である。
【図１１】MPEG4_ext_ancillary_data()のシンタックスを示す図である。
【図１２】ext_ancillary_data_status()のシンタックスを示す図である。
【図１３】ext_downmixing_levels()のシンタックスを示す図である。
【図１４】各係数の適用対象について説明する図である。
【図１５】ext_downmixing_global_gains()のシンタックスを示す図である。
【図１６】ext_downmixing_lfe_level()のシンタックスを示す図である。
【図１７】ダウンミックスについて説明する図である。
【図１８】dmix_lfe_idxに対して定まる係数について説明する図である。
【図１９】dmix_a_idxとdmix_b_idxに対して定まる係数について説明する図である。
【図２０】drc_presentation_modeのシンタックスを示す図である。
【図２１】drc_presentation_modeについて説明する図である。
【図２２】符号化装置の構成例を示す図である。
【図２３】符号化処理を説明するフローチャートである。
【図２４】復号装置の構成例を示す図である。
【図２５】復号処理を説明するフローチャートである。
【図２６】符号化装置の構成例を示す図である。
【図２７】符号化処理を説明するフローチャートである。
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【図２８】復号装置の構成例を示す図である。
【図２９】ダウンミックス処理部の構成例を示す図である。
【図３０】ダウンミックス部の構成例を示す図である。
【図３１】ダウンミックス部の構成例を示す図である。
【図３２】ダウンミックス部の構成例を示す図である。
【図３３】ダウンミックス部の構成例を示す図である。
【図３４】ダウンミックス部の構成例を示す図である。
【図３５】ダウンミックス部の構成例を示す図である。
【図３６】復号処理を説明するフローチャートである。
【図３７】並び替え処理を説明するフローチャートである。
【図３８】並び替え処理を説明するフローチャートである。
【図３９】ダウンミックス処理を説明するフローチャートである。
【図４０】コンピュータの構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、図面を参照して、本技術を適用した実施の形態について説明する。
【００３０】
〈第１の実施の形態〉
［本技術の概要について］
　まず、本技術の概要について説明する。
【００３１】
　本技術は、オーディオデータの符号化，復号に関するものである。例えば、MPEG-2 AAC
やMPEG-4 AAC規格のマルチチャンネル符号化では、水平面および垂直方向でのチャンネル
拡張のための情報を持つことができない。
【００３２】
　また、これらのマルチチャンネル符号化では、チャンネル拡張したコンテンツのダウン
ミックス情報も持たず、各チャンネルの適切な混合比が分からないため、再生チャンネル
数が少ない携帯機器での再生音が聞きづらいものとなってしまう。
【００３３】
　そこで、本技術では、以下の特徴（１）乃至（４）により、より臨場感のある高品質な
音声を得ることができるようにする。
【００３４】
　（１）　既存のAAC規格で規定されているPCE（Program_config_element）内のコメント
領域に垂直方向のスピーカ配置情報を記録する。
　（２）　特徴（１）の場合において、一般コメントと垂直方向のスピーカ配置情報を識
別するために、符号化装置側で同期ワードとCRCチェックコードの２つの識別情報を符号
化し、復号装置では、２つの識別情報の照合を行い、合致した場合にスピーカ配置情報を
取得する。
　（３）　オーディオデータのダウンミックス情報をアンシラリデータ領域（DSE（data_
stream_element））に記録する。
　（４）　6.1チャンネルまたは7.1チャンネルから2チャンネルへのダウンミックスは、6
.1チャンネルまたは7.1チャンネルから5.1チャンネルへのダウンミックスと、その後に行
なわれる5.1チャンネルから2チャンネルへのダウンミックスとの２段階の処理とする。
【００３５】
　このように垂直方向のスピーカ配置情報を用いることで、平面だけでなく、垂直方向の
音像再現が可能になり、従来の平面マルチチャンネルでの再生よりも、より臨場感の高い
再生が可能となる。
【００３６】
　また、6.1チャンネルや7.1チャンネルから、5.1チャンネルや2チャンネルへのダウンミ
ックス情報を伝送することで、ひとつの符号化データを用いても各々の再生環境に最適な
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チャンネル数でオーディオ再生が可能となる。なお、本技術に対応していない従来の復号
装置では、垂直方向の情報は一般コメントとして無視されてオーディオデータの復号が行
なわれるので、互換性が損なわれることはない。
【００３７】
［スピーカの配置について］
　次にオーディオデータが再生されるときの各スピーカの配置について説明する。
【００３８】
　例えば、図１に示すようにユーザがテレビジョン受像機などの表示装置の表示画面TVS
を正面から観察するものとする。つまり、表示画面TVSの図中、手前側にユーザが位置し
ているものとする。
【００３９】
　そのような場合、ユーザを囲むように１３個のスピーカLvh，Rvh，Lrs，Ls，L，Lc，C
，Rc，R，Rs，Rrs，Cs，LFEが配置されているものとする。
【００４０】
　以下では、これらのスピーカLvh，Rvh，Lrs，Ls，L，Lc，C，Rc，R，Rs，Rrs，Cs，LFE
で再生されるオーディオデータ（音声）のチャンネルを、それぞれLvh，Rvh，Lrs，Ls，L
，Lc，C，Rc，R，Rs，Rrs，Cs，LFEと称する。
【００４１】
　図２に示すようにチャンネルLは「Front Left」であり、チャンネルRは「Front Right
」であり、チャンネルCは「Front Center」である。
【００４２】
　また、チャンネルLsは「Left Surround」であり、チャンネルRsは「Right Surround」
であり、チャンネルLrsは「Left Rear」であり、チャンネルRrsは「Right Rear」であり
、チャンネルCsは「Center Back」である。
【００４３】
　さらに、チャンネルLvhは「Left High Front」であり、チャンネルRvhは「Right High 
Front」であり、チャンネルLFEは「Low-Frequency-Effect」である。
【００４４】
　図１の説明に戻り、スピーカLvhおよびスピーカRvhは、それぞれユーザの前方上側の左
右に配置されており、これらのスピーカRvh，Lvhが配置されるレイヤが「Top layer」で
ある。
【００４５】
　また、スピーカL，C，Rは、それぞれユーザの前方の左側，中央，右側に配置されてお
り、スピーカLc，Rcが、それぞれスピーカLとCの間、およびスピーカRとCの間に配置され
ている。さらに、スピーカLs，Rsは、それぞれユーザの左右に配置されており、スピーカ
Lrs，Rrs，Csは、それぞれユーザの後方左側、後方右側、および後方に配置されている。
【００４６】
　これらのスピーカLrs，Ls，L，Lc，C，Rc，R，Rs，Rrs，Csは、およそユーザの耳の高
さに位置する平面上で、ユーザを囲むように配置されており、これらのスピーカが配置さ
れるレイヤが「Middle layer」である。
【００４７】
　さらに、スピーカLFEは、ユーザの前方下側に配置されており、スピーカLFEが配置され
るレイヤが「LFE layer」である。
【００４８】
［符号化ビットストリームについて］
　これらの各チャンネルのオーディオデータを符号化すると、例えば図３に示す符号化ビ
ットストリームが得られる。すなわち、図３は、AACフレームの符号化ビットストリーム
のシンタックスを示している。
【００４９】
　図３の符号化ビットストリームは、「Header/sideinfo」、「PCE」、「SCE」、「CPE」
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、「LFE」、「DSE」、「FIL(DRC)」、および「FIL(END)」から構成されており、この例で
は符号化ビットストリームには、３つの「CPE」が含まれている。
【００５０】
　例えば、「PCE」にはオーディオデータの各チャンネルに関する情報が含まれており、
この例では、オーディオデータのミックスダウンに関する情報である「Matrix-mixdown」
と、スピーカ配置（高さ情報）に関する情報である「Height Infomation」が含まれてい
る。「PCE」には自由なコメントを格納できるコメント領域（コメントフィールド）であ
る「comment_field_data」が含まれており、「comment_field_data」には拡張領域である
「height_extension_element」が含まれている。コメント領域は、一般コメントなど、任
意のデータを格納可能な領域である。この「height_extension_element」内に、スピーカ
配置の高さに関する情報である「Height Infomation」が含まれている。
【００５１】
　「SCE」には、シングルチャンネルのオーディオデータが含まれており、「CPE」にはチ
ャンネルペア、つまり２つのチャンネルのオーディオデータが含まれており、「LFE」に
は、LFEチャンネルのオーディオデータが含まれている。例えば、「SCE」にはCやCsなど
のチャンネルのオーディオデータが格納され、「CPE」にはLやR、LvhやRvhなどのチャン
ネルのオーディオデータが格納される。
【００５２】
　また、「DSE」はアンシラリデータ領域であり、「DSE」には、自由なデータが格納され
る。この例では、「DSE」にはオーディオデータのダウンミックスに関する情報として「D
ownmix 5.1ch to 2ch」、「Dynamic Range Control」、「DRC Presentation Mode」、「D
ownmix 6.1ch and 7.1ch to 5.1ch」、「global gain downmixing」、および「LFE downm
ixing」が含まれている。
【００５３】
　さらに「FIL(DRC)」には音声のダイナミックレンジ制御に関する情報が含まれており、
例えば「FIL(DRC)」には「Program Reference Level」および「Dynamic Range Control」
が含まれている。
【００５４】
［コメントフィールドについて］
　上述したように「PCE」の「comment_field_data」には「height_extension_element」
が含まれており、これにより垂直方向のスピーカ配置情報によるマルチチャンネル再生が
実現される。つまり、「Top layer」や「Middle layer」など各高さのレイヤに配置され
たスピーカにより、より臨場感のある高品質な音声再生ができるようになる。
【００５５】
　このような「height_extension_element」には、例えば図４に示すように他の一般コメ
ントとの識別を行なうための同期ワードなどが含まれている。すなわち、図４は「height
_extension_element」のシンタックスを示す図である。
【００５６】
　図４では、「PCE_HEIGHT_EXTENSION_SYNC」は同期ワードを示している。
【００５７】
　また、「front_element_height_info[i]」、「side_element_height_info[i]」、およ
び「back_element_height_info[i]」は、それぞれ視聴者からみて前方、側方、および後
方に位置する各スピーカの高さ、つまりレイヤを示している。
【００５８】
　さらに「byte_alignment()」はバイトアラインメントを行なうことを示しており、「he
ight_info_crc_check」は識別情報として用いられるCRCチェックコードを示している。ま
た、「PCE_HEIGHT_EXTENSION_SYNC」から「byte_alignment()」までの間に読み込まれた
情報、つまり同期ワード、各スピーカの配置情報（各チャンネルの情報）、バイトアライ
ンメントに基づいて、CRCチェックコードが算出される。そして、算出されたCRCチェック
コードと、「height_info_crc_check」により示されるCRCチェックコードとが一致するか
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否かが判定され、それらが一致する場合、各スピーカの配置に関する情報が正しく読み込
めたとされる。「crc_cal()!=height_info_crc_check」は上述したCRCチェックコードの
照合を行なうことを示している。
【００５９】
　なお、音源の位置、つまりスピーカの配置（高さ）に関する情報である「front_elemen
t_height_info[i]」、「side_element_height_info[i]」、および「back_element_height
_info[i]」は、例えば図５に示すように定められる。
【００６０】
　すなわち、「front_element_height_info[i]」、「side_element_height_info[i]」、
および「back_element_height_info[i]」の各情報が「０」、「１」、「２」であれば、
そのスピーカの高さは「Normal height」、「Top speaker」、「Bottom Speaker」とされ
る。つまり、「Middle layer」、「Top layer」、および「LFE layer」である。
【００６１】
［DSEについて］
　次に、「DSE」、つまり「data_stream_element()」の「data_stream_byte[]」に含まれ
るアンシラリデータ領域である「MPEG4 ancillary data」について説明する。この「MPEG
4 ancillary data」によって、オーディオデータの6.1チャンネルまたは7.1チャンネルか
ら、5.1チャンネルや2チャンネルへのダウンミックスDRC制御が可能となる。
【００６２】
　図６は、「MPEG4 ancillary data」のシンタックスを示す図である。「MPEG4 ancillar
y data」には、「bs_info()」、「ancillary_data_status()」、「downmixing_levels_MP
EG4()」、「audio_coding_mode()」、「Compression_value」、および「MPEG4_ext_ancil
lary_data()」が含まれている。
【００６３】
　ここで、「Compression_value」は、図３の「Dynamic Range Control」に対応している
。また、「bs_info()」、「ancillary_data_status()」、「downmixing_levels_MPEG4()
」、「audio_coding_mode()」、および「MPEG4_ext_ancillary_data()」のシンタックス
は、それぞれ図７乃至図１１に示すようになっている。
【００６４】
　例えば、「bs_info()」には図７に示すように、「mpeg_audio_type」、「dolby_surrou
nd_mode」、「drc_presentation_mode」、および「pseudo_surround_enable」が含まれて
いる。
【００６５】
　「drc_presentation_mode」は、図３に示した「DRC Presentation Mode」に対応する。
また、「pseudo_surround_enable」には、5.1チャンネルから2チャンネルへのダウンミッ
クスの処理手順を示す情報、つまり複数のダウンミックス処理手法のうちの何れの手法に
よりダウンミックスを行なうかを示す情報が含まれている。
【００６６】
　さらに例えば図８に示す「ancillary_data_status()」に含まれている「ancillary_dat
a_extension_status」が０であるかまたは１であるかに応じて、異なる処理が行なわれる
。「ancillary_data_extension_status」が１である場合には、図６の「MPEG4 ancillary
 data」における「MPEG4_ext_ancillary_data()」へのアクセスが行なわれて、ダウンミ
ックスDRC制御が行なわれる。これに対して、「ancillary_data_extension_status」が０
である場合には、従来通りの処理が行なわれる。これにより、既存の規格との互換性を確
保することができる。
【００６７】
　図８の「ancillary_data_status()」に含まれている「downmixing_levels_MPEG4_statu
s」は、5.1チャンネルから2チャンネルへのダウンミックスに用いられる係数（混合比）
を指定するための情報である。すなわち、「downmixing_levels_MPEG4_status」が1であ
る場合には、図９に示す「downmixing_levels_MPEG4()」に格納されている情報により定
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まる係数が用いられて、ダウンミックスが行なわれる。
【００６８】
　図９の「downmixing_levels_MPEG4()」には、ダウンミックスの係数を特定するための
情報として、「center_mix_level_value」と「surround_mix_level_value」が含まれてい
る。これらの「center_mix_level_value」と「surround_mix_level_value」に対応する係
数の値は、例えば後述する図１９のテーブルにより定められる。
【００６９】
　なお、図９の「downmixing_levels_MPEG4()」は、図３の「Downmix 5.1ch to 2ch」に
対応している。
【００７０】
　また、図１１の「MPEG4_ext_ancillary_data()」には、「ext_ancillary_data_status(
)」、「ext_downmixing_levels()」、「ext_downmixing_global_gains()」、および「ext
_downmixing_lfe_level()」が含まれている。
【００７１】
　「MPEG4_ext_ancillary_data()」には、これまで5.1チャンネルのオーディオデータを
扱っていたのを、7.1または6.1チャンネルのオーディオデータまで扱えるようにチャンネ
ル数を拡張する場合に必要となる情報が格納されている。
【００７２】
　具体的には、「ext_ancillary_data_status()」には、5.1チャンネルより多いチャンネ
ルから5.1チャンネルへのダウンミックスを行なうか否かを示す情報（フラグ）、ダウン
ミックスの際にゲイン制御を行なうかを示す情報、ダウンミックスにLFEチャンネルを利
用するかを示す情報が含まれている。
【００７３】
　「ext_downmixing_levels()」には、ダウンミックスを行なう場合に用いられる係数（
混合比）を特定するための情報が格納されており、「ext_downmixing_global_gains()」
には、ゲイン調整時のゲインに関する情報が含まれている。また、「ext_downmixing_lfe
_level()」には、ダウンミックスを行なう場合に用いられるLEFチャンネルの係数（混合
比）を特定するための情報が格納されている。
【００７４】
　より詳細には例えば「ext_ancillary_data_status()」のシンタックスは、図１２に示
すようになっている。「ext_ancillary_data_status()」において「ext_downmixing_leve
ls_status」は、6.1チャンネルや7.1チャンネルから5.1チャンネルにダウンミックスする
か否かを示している。すなわち、「ext_downmixing_levels()」があるか否かを示してい
る。この「ext_downmixing_levels_status」は、図３の「Downmix 6.1ch and 7.1ch to 5
.1ch」に対応する。
【００７５】
　また、「ext_downmixing_global_gains_status」は、グローバルゲイン制御をするか否
かを示しており、図３の「global gain downmixing」に対応している。すなわち、「ext_
downmixing_global_gains()」があるか否かを示している。「ext_downmixing_lfe_level_
status」は、5.1チャンネルから2チャンネルにダウンミックスするときに、LFEチャンネ
ルを用いるか否かを示しており、図３の「LFE downmixing」に対応している。
【００７６】
　さらに、図１１の「MPEG4_ext_ancillary_data()」における「ext_downmixing_levels(
)」のシンタックスは図１３に示すようになっており、図１３に示す「dmix_a_idx」およ
び「dmix_b_idx」は、ダウンミックス時の混合比（係数）を示す情報である。
【００７７】
　また、「ext_downmixing_levels()」で定まる「dmix_a_idx」および「dmix_b_idx」と
、7.1チャンネルのオーディオデータをダウンミックスするときに、それらの「dmix_a_id
x」および「dmix_b_idx」が適用される成分との対応は、図１４に示すようになっている
。
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【００７８】
　図１１の「MPEG4_ext_ancillary_data()」における「ext_downmixing_global_gains()
」、および「ext_downmixing_lfe_level()」のシンタックスは図１５および図１６に示す
ようになっている。
【００７９】
　例えば、図１５の「ext_downmixing_global_gains()」には、5.1チャンネルへのダウン
ミックスを行なうときのゲインの符号を示す「dmx_gain_5_sign」と、そのゲイン「dmx_g
ain_5_idx」、2チャンネルへのダウンミックスを行なうときのゲインの符号を示す「dmx_
gain_2_sign」と、そのゲイン「dmx_gain_2_idx」が含まれている。
【００８０】
　さらに、図１６の「ext_downmixing_lfe_level()」には、「dmix_lfe_idx」が含まれて
おり、この「dmix_lfe_idx」は、ダウンミックス時のLFEチャンネルの混合比（係数）を
示す情報である。
【００８１】
［ダウンミックスについて］
　また、図７に示した「bs_info()」のシンタックスにおける「pseudo_surround_enable
」は、ダウンミックスの処理手順を示しており、その処理手順は図１７に示す通りである
。ここでは、「pseudo_surround_enable」が0である場合と1である場合の２通りの処理手
順が示されている。
【００８２】
　ここで、オーディオデータのダウンミックス処理について説明する。
【００８３】
　まず、5.1チャンネルから2チャンネルへのダウンミックスについて説明する。この場合
、ダウンミックス後のＬチャンネルおよびＲチャンネルを、それぞれＬ’チャンネルおよ
びＲ’チャンネルとすると、次の処理が行なわれる。
【００８４】
　すなわち、「pseudo_surround_enable」が０である場合、次式（１）の計算が行なわれ
て、Ｌ’チャンネルおよびＲ’チャンネルのオーディオデータが求められる。
【００８５】
　Ｌ’＝Ｌ+Ｃ×ｂ+Ｌｓ×ａ+ＬＦＥ×ｃ
　Ｒ’＝Ｒ+Ｃ×ｂ+Ｒｓ×ａ+ＬＦＥ×ｃ　　　・・・（１）
【００８６】
　これに対して、「pseudo_surround_enable」が１である場合、次式（２）の計算が行な
われて、Ｌ’チャンネルおよびＲ’チャンネルのオーディオデータが求められる。
【００８７】
　Ｌ’＝Ｌ+Ｃ×ｂ－ａ×（Ｌｓ+Ｒｓ）+ＬＦＥ×ｃ
　Ｒ’＝Ｒ+Ｃ×ｂ+ａ×（Ｌｓ+Ｒｓ）+ＬＦＥ×ｃ　　　・・・（２）
【００８８】
　なお、式（１）および式（２）においてＬ、Ｒ、Ｃ、Ｌｓ、Ｒｓ、およびＬＦＥは、5.
1チャンネルを構成する各チャンネルであり、それぞれ図１および図２を参照して説明し
たＬ、Ｒ、Ｃ、Ｌｓ、Ｒｓ、およびＬＦＥの各チャンネルを示している。
【００８９】
　また、式（１）および式（２）において、ｃは図１６で示した「ext_downmixing_lfe_l
evel()」に含まれている「dmix_lfe_idx」の値により定まる定数であり、例えば「dmix_l
fe_idx」の各値に対する定数ｃの値は、図１８に示す通りである。なお、より詳細には図
１２の「ext_ancillary_data_status()」における「ext_downmixing_lfe_level_status」
が０である場合、ＬＦＥチャンネルは、式（１）および式（２）の計算には用いられない
。一方、「ext_downmixing_lfe_level_status」が１である場合には、ＬＦＥチャンネル
に乗算される定数ｃの値が図１８に示すテーブルに基づいて定められる。
【００９０】
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　さらに、式（１）および式（２）において、ａおよびｂは図１３で示した「ext_downmi
xing_levels()」に含まれている「dmix_a_idx」および「dmix_b_idx」の値により定まる
定数である。なお、式（１）および式（２）におけるａおよびｂが、図９に示した「down
mixing_levels_MPEG4()」における「center_mix_level_value」および「surround_mix_le
vel_value」の値により定まる定数とされてもよい。
【００９１】
　例えば「dmix_a_idx」および「dmix_b_idx」、または「center_mix_level_value」およ
び「surround_mix_level_value」の各値に対する定数ａおよびｂの値は、図１９に示す通
りである。この例では、「dmix_a_idx」および「dmix_b_idx」と、「center_mix_level_v
alue」および「surround_mix_level_value」とで、同じテーブルが参照されるので、ダウ
ンミックスのための定数（係数）であるａおよびｂの値は同じとなる。
【００９２】
　続いて、7.1チャンネルまたは6.1チャンネルから、5.1チャンネルへのダウンミックス
について説明する。
【００９３】
　ユーザからみて後方にあるスピーカLrs，Rrsのチャンネルを含む、チャンネルC，L，R
，Ls，Rs，Lrs，Rrs，LFEのオーディオデータが、C’，L’，R’，Ls’，Rs’，LFE’か
らなる5.1チャンネルのオーディオデータに変換される場合、次式（３）の計算が行なわ
れる。ここで、チャンネルC’，L’，R’，Ls’，Rs’，LFE’は、ダウンミックス後のチ
ャンネルC，L，R，Ls，Rs，LFEを示している。また、式（３）において、C，L，R，Ls，R
s，Lrs，Rrs，LFEは、チャンネルC，L，R，Ls，Rs，Lrs，Rrs，LFEのオーディオデータを
示している。
【００９４】
　C’＝C
　L’＝L
　R’＝R
　Ls’＝Ls×ｄ１＋ Lrs×ｄ２
　Rs’＝Rs×ｄ１＋ Rrs×ｄ２
　LFE’＝LFE　　　　　　　　　・・・（３）
【００９５】
　なお、式（３）において、ｄ１およびｄ２は定数であり、これらの定数ｄ１およびｄ２
は、例えば図１９に示した、「dmix_a_idx」および「dmix_b_idx」の各値に対して定まる
定数などとされる。
【００９６】
　また、ユーザからみて前方にあるスピーカLc，Rcのチャンネルを含む、チャンネルC，L
，R，Lc，Rc，Ls，Rs，LFEのオーディオデータが、C’，L’，R’，Ls’，Rs’，LFE’か
らなる5.1チャンネルのオーディオデータに変換される場合、次式（４）の計算が行なわ
れる。ここで、チャンネルC’，L’，R’，Ls’，Rs’，LFE’は、ダウンミックス後のチ
ャンネルC，L，R，Ls，Rs，LFEを示している。また、式（４）において、C，L，R，Lc，R
c，Ls，Rs，LFEは、チャンネルC，L，R，Lc，Rc，Ls，Rs，LFEのオーディオデータを示し
ている。
【００９７】
　C’＝C＋ｅ１×（Lc＋Rc）
　L’＝L＋Lc×ｅ２
　R’＝R＋Rc×ｅ２
　Ls’＝Ls
　Rs’＝Rs
　LFE’＝LFE　　　　　　　　　・・・（４）
【００９８】
　なお、式（４）において、ｅ１およびｅ２は定数であり、これらの定数ｅ１およびｅ２
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は、例えば図１９に示した、「dmix_a_idx」および「dmix_b_idx」の各値に対して定まる
定数などとされる。
【００９９】
　さらに、ユーザからみて前方上側にあるスピーカRvh，Lvhのチャンネルを含む、チャン
ネルC，L，R，Lvh，Rvh，Ls，Rs，LFEのオーディオデータが、C’，L’，R’，Ls’，Rs
’，LFE’からなる5.1チャンネルのオーディオデータに変換される場合、次式（５）の計
算が行なわれる。ここで、チャンネルC’，L’，R’，Ls’，Rs’，LFE’は、ダウンミッ
クス後のチャンネルC，L，R，Ls，Rs，LFEを示している。また、式（５）において、C，L
，R，Lvh，Rvh，Ls，Rs，LFEは、チャンネルC，L，R，Lvh，Rvh，Ls，Rs，LFEのオーディ
オデータを示している。
【０１００】
　C’＝C
　L’＝L×ｆ１＋Lvh×ｆ２
　R’＝R×ｆ１＋Rvh×ｆ２
　Ls’＝Ls
　Rs’＝Rs
　LFE’＝LFE　　　　　　　　　・・・（５）
【０１０１】
　なお、式（５）において、ｆ１およびｆ２は定数であり、これらの定数ｆ１およびｆ２
は、例えば図１９に示した、「dmix_a_idx」および「dmix_b_idx」の各値に対して定まる
定数などとされる。
【０１０２】
　また、6.1チャンネルから5.1チャンネルへのダウンミックスを行なう場合には、次のよ
うになる。すなわち、チャンネルC，L，R，Ls，Rs，Cs，LFEのオーディオデータから、C
’，L’，R’，Ls’，Rs’，LFE’からなる5.1チャンネルのオーディオデータに変換され
る場合、次式（６）の計算が行なわれる。ここで、チャンネルC’，L’，R’，Ls’，Rs
’，LFE’は、ダウンミックス後のチャンネルC，L，R，Ls，Rs，LFEを示している。また
、式（６）において、C，L，R，Ls，Rs，Cs，LFEは、チャンネルC，L，R，Ls，Rs，Cs，L
FEのオーディオデータを示している。
【０１０３】
　C’＝C
　L’＝L 
　R’＝R
　Ls’＝Ls×ｇ１＋Cs×ｇ２
　Rs’＝Rs×ｇ１＋Cs×ｇ２
　LFE’＝LFE　　　　　　　　　・・・（６）
【０１０４】
　なお、式（６）において、ｇ１およびｇ２は定数であり、これらの定数ｇ１およびｇ２
は、例えば図１９に示した、「dmix_a_idx」および「dmix_b_idx」の各値に対して定まる
定数などとされる。
【０１０５】
　さらに、ダウンミックスの音量補正に対するグローバルゲインについて説明する。
【０１０６】
　グローバルダウンミックスゲインは、ダウンミックスによって、大きくなったり小さく
なったりしてしまった音声の音量を補正するために用いられる。dmx_gain5は、7.1チャン
ネルや6.1チャンネルから5.1チャンネルへのダウンミックスの補正値を示しており、dmx_
gain2は、5.1チャンネルから２チャンネルへのダウンミックスの補正値を示している。ま
た、dmx_gain2は7.1チャンネルに対応していない復号装置やビットストリームもサポート
するものである。
【０１０７】
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　さらに、そのアプリケーションと動作は、DRC heavy compressionと類似している。ま
た、符号化装置が、適宜、オーディオフレームの長い期間またはごく短い期間について選
択的に評価し、グローバルダウンミックスゲインを定めることができる。
【０１０８】
　7.1チャンネルから2チャンネルへのダウンミックスの場合、ゲインは結合されたもの、
つまり（dmx_gain5＋dmx_gain2）が適用される。dmx_gain5とdmx_gain2は、6ビットの符
号なしの整数が用いられて、0.25dBきざみで量子化される。
【０１０９】
　したがって、dmx_gain5とdmx_gain2を結合したものは、±15.75dBの範囲の値となる。
これらは、復号された現フレームのオーディオデータのサンプルに対して適用されるゲイ
ン値である。
【０１１０】
　具体的には、5.1チャンネルへのダウンミックスを行なう場合には、次のようになる。
すなわち、ダウンミックスにより得られたチャンネルC’，L’，R’，Ls’，Rs’，LFE’
のオーディオデータに対してゲイン補正を行なって、C’’，L’’，R’’，Ls’’，Rs
’’，LFE’’の各チャンネルのオーディオデータとする場合、次式（７）の計算が行な
われる。
【０１１１】
　L’’＝L’×dmx_gain5
　R’’＝R’×dmx_gain5
　C’’＝C’×dmx_gain5
　Ls’’＝Ls’×dmx_gain5
　Rs’’＝Rs’×dmx_gain5
　LFE’’＝LFE’×dmx_gain5　　　　　・・・（７）
【０１１２】
　ここで、dmx_gain5はスカラ値であり、図１５に示した「dmx_gain_5_sign」と「dmx_ga
in_5_idx」から、次式（８）により求まるゲイン値である。
【０１１３】
　dmx_gain5＝10(dmx_gain_5_idx/20)　　if dmx_gain_5_sign==1
　dmx_gain5＝10(-dmx_gain_5_idx/20)　　if dmx_gain_5_sign==0　　　・・・（８）
【０１１４】
　同様に、2チャンネルへのダウンミックスを行なう場合には、次のようになる。すなわ
ち、ダウンミックスにより得られたチャンネルL’，R’のオーディオデータに対してゲイ
ン補正を行なって、L’’，R’’の各チャンネルのオーディオデータとする場合、次式（
９）の計算が行なわれる。
【０１１５】
　L’’＝L’×dmx_gain2
　R’’＝R’×dmx_gain2　　　・・・（９）
【０１１６】
　ここで、dmx_gain2はスカラ値であり、図１５に示した「dmx_gain_2_sign」と「dmx_ga
in_2_idx」から、次式（１０）により求まるゲイン値である。
【０１１７】
　dmx_gain2＝10(dmx_gain_2_idx/20)　　if dmx_gain_2_sign==1
　dmx_gain2＝10(-dmx_gain_2_idx/20)　　if dmx_gain_2_sign==0　　・・・（１０）
【０１１８】
　なお、7.1チャンネルから2チャンネルにダウンミックスする場合には、7.1チャンネル
から5.1チャンネル、5.1チャンネルから2チャンネルへのダウンミックスが行なわれた後
に、得られた信号（データ）に対してゲイン調整が行なわれてもよい。そのような場合、
オーディオデータに適用されるゲイン値dmx_gain_7to2は、次式（１１）に示すように、d
mx_gain5とdmx_gain2を結合することにより得ることができる。
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【０１１９】
　dmx_gain_7to2＝dmx_gain_2×dmx_gain_5　　　・・・（１１）
【０１２０】
　また、6.1チャンネルから2チャンネルにダウンミックスする場合においても、7.1チャ
ンネルから2チャンネルにダウンミックスする場合と同様である。
【０１２１】
　さらに、例えば7.1チャンネルから2チャンネルにダウンミックスする場合に、式（７）
や式（９）の計算を行って、２段階でゲイン補正を行なう場合には、5.1チャンネルのオ
ーディオデータと、2チャンネルのオーディオデータの出力が可能になる。
【０１２２】
［DRC Presentation modeについて］
　また、図７に示した「bs_info()」に含まれている「drc_presentation_mode」は図２０
に示すようになっている。すなわち、図２０は、「drc_presentation_mode」のシンタッ
クスを示す図である。
【０１２３】
　「drc_presentation_mode」が「01」である場合には、「DRC presentation mode 1」と
され、「drc_presentation_mode」が「10」である場合には、「DRC presentation mode 2
」とされる。そして、「DRC presentation mode 1」および「DRC presentation mode 2」
では、図２１に示すようにゲインコントロールが行なわれる。
【０１２４】
［符号化装置の構成例］
　次に、本技術を適用した具体的な実施の形態について説明する。
【０１２５】
　図２２は、本技術を適用した符号化装置の一実施の形態の構成例を示す図である。符号
化装置１１は、入力部２１、符号化部２２、およびパッキング部２３から構成される。
【０１２６】
　入力部２１は、外部から、オーディオデータと、そのオーディオデータに関する情報を
取得して符号化部２２に供給する。例えば、オーディオデータに関する情報として、スピ
ーカの配置（配置高さ）に関する情報などが取得される。
【０１２７】
　符号化部２２は、入力部２１から供給されたオーディオデータと、オーディオデータに
関する情報とを符号化してパッキング部２３に供給する。パッキング部２３は、符号化部
２２から供給されたオーディオデータやオーディオデータに関する情報をパッキングして
、図３に示した符号化ビットストリームを生成し、出力する。
【０１２８】
［符号化処理の説明］
　さらに、図２３のフローチャートを参照して、符号化装置１１による符号化処理につい
て説明する。
【０１２９】
　ステップＳ１１において、入力部２１は、オーディオデータと、そのオーディオデータ
に関する情報を取得して符号化部２２に供給する。例えば、7.1チャンネルの各チャンネ
ルのオーディオデータと、図４に示した「height_extension_element」に格納されるスピ
ーカの配置に関する情報（以下、スピーカ配置情報と称する）などが取得される。
【０１３０】
　ステップＳ１２において、符号化部２２は、入力部２１から供給された各チャンネルの
オーディオデータを符号化する。
【０１３１】
　ステップＳ１３において、符号化部２２は、入力部２１から供給されたスピーカ配置情
報を符号化する。このとき、符号化部２２は、図４の「height_extension_element」に含
まれる「PCE_HEIGHT_EXTENSION_SYNC」に格納される同期ワードを生成したり、「height_
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info_crc_check」に格納される識別情報であるCRCチェックコードを生成したりして、こ
れらの同期ワードやCRCチェックコードを、符号化したスピーカ配置情報とともにパッキ
ング部２３に供給する。
【０１３２】
　また、符号化部２２は、符号化ビットストリームの生成に必要な情報を生成し、符号化
されたオーディオデータやスピーカ配置情報とともにパッキング部２３に供給する。
【０１３３】
　ステップＳ１４において、パッキング部２３は、符号化部２２から供給されたオーディ
オデータやスピーカ配置情報をビットパッキングして図３の符号化ビットストリームを生
成し、出力する。このときパッキング部２３は、スピーカ配置情報や同期ワード、CRCチ
ェックコードなどを「PCE」に格納し、オーディオデータを「SCE」や「CPE」に格納する
。
【０１３４】
　符号化ビットストリームが出力されると、符号化処理は終了する。
【０１３５】
　以上のようにして、符号化装置１１は、各レイヤにおけるスピーカ配置に関する情報で
あるスピーカ配置情報を符号化ビットストリームに含めて、符号化されたオーディオデー
タを出力する。このように垂直方向のスピーカ配置情報を用いることで、平面だけでなく
、垂直方向の音像再現が可能になり、より臨場感の高い音声再生が可能となる。
【０１３６】
［復号装置の構成例］
　次に、符号化装置１１から出力された符号化ビットストリームを受信して復号する復号
装置について説明する。
【０１３７】
　図２４は、そのような復号装置の構成例を示す図である。復号装置５１は、分離部６１
、復号部６２、および出力部６３から構成される。
【０１３８】
　分離部６１は、符号化装置１１から送信されてきた符号化ビットストリームを受信する
とともに、符号化ビットストリームをビットアンパッキングして復号部６２に供給する。
【０１３９】
　復号部６２は、分離部６１から供給された符号化ビットストリーム、つまり各チャンネ
ルのオーディオデータやスピーカ配置情報などを復号し、それらの復号により得られたオ
ーディオデータを出力部６３に供給する。復号部６２は、必要に応じてオーディオデータ
のダウンミックスなども行なう。
【０１４０】
　出力部６３は、復号部６２から供給されたオーディオデータを、復号部６２により指示
されたスピーカ配置（スピーカマッピング）に応じて出力する。出力部６３から出力され
た各チャンネルのオーディオデータは、各チャンネルのスピーカに供給されて再生される
。
【０１４１】
［復号処理の説明］
　続いて、図２５のフローチャートを参照して、復号装置５１により行なわれる復号処理
について説明する。
【０１４２】
　ステップＳ４１において、復号部６２は、オーディオデータを復号する。
【０１４３】
　すなわち、分離部６１は、符号化装置１１から送信されてきた符号化ビットストリーム
を受信するとともに、符号化ビットストリームをビットアンパッキングする。そして、分
離部６１は、ビットアンパッキングにより得られたオーディオデータと、スピーカ配置情
報などの各種の情報とを復号部６２に供給する。復号部６２は、分離部６１から供給され
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たオーディオデータを復号し、出力部６３に供給する。
【０１４４】
　ステップＳ４２において、復号部６２は、分離部６１から供給された情報から、同期ワ
ードを検出する。具体的には、図４の「height_extension_element」から同期ワードが検
出される。
【０１４５】
　ステップＳ４３において、復号部６２は同期ワードが検出されたか否かを判定する。ス
テップＳ４３において、同期ワードが検出されたと判定された場合、ステップＳ４４にお
いて、復号部６２はスピーカ配置情報を復号する。
【０１４６】
　すなわち、復号部６２は、図４に示した「height_extension_element」から、「front_
element_height_info[i]」、「side_element_height_info[i]」、「back_element_height
_info[i]」などの情報を読み込んでいく。これにより、各オーディオデータを、どの位置
（チャンネル）のスピーカで再生すればよいかが分かる。
【０１４７】
　ステップＳ４５において、復号部６２は識別情報を生成する。すなわち、復号部６２は
、「height_extension_element」の「PCE_HEIGHT_EXTENSION_SYNC」から「byte_alignmen
t()」までの間に読み込まれた情報、つまり同期ワード、スピーカ配置情報、およびバイ
トアラインメントに基づいて、CRCチェックコードを算出し、識別情報とする。
【０１４８】
　ステップＳ４６において、復号部６２はステップＳ４５で生成した識別情報と、図４に
示した「height_extension_element」の「height_info_crc_check」に含まれている識別
情報とを比較して、それらの識別情報が一致したか否かを判定する。
【０１４９】
　ステップＳ４６において識別情報が一致したと判定された場合、復号部６２は、復号に
より得られたオーディオデータを出力部６３に供給するとともに、得られたスピーカ配置
情報に基づいて、オーディオデータの出力を指示し、処理はステップＳ４７に進む。
【０１５０】
　ステップＳ４７において、出力部６３は、復号部６２から供給されたオーディオデータ
を、復号部６２により指示されたスピーカ配置（スピーカマッピング）に応じて出力し、
復号処理は終了する。
【０１５１】
　これに対して、ステップＳ４３において同期ワードが検出されなかったと判定されたか
、またはステップＳ４６において識別情報が一致しないと判定された場合、ステップＳ４
８において、出力部６３は、予め定めたスピーカ配置でオーディオデータを出力する。
【０１５２】
　すなわち、ステップＳ４８の処理が行なわれるのは、「height_extension_element」か
ら正しくスピーカ配置情報が読み出せなかった場合である。このような場合、復号部６２
は、オーディオデータを出力部６３に供給するとともに、各チャンネルのオーディオデー
タが、予め定められた各チャンネルのスピーカで再生されるように、オーディオデータの
出力を指示する。すると、出力部６３は、復号部６２の指示にしたがってオーディオデー
タを出力し、復号処理は終了する。
【０１５３】
　以上のようにして、復号装置５１は、符号化ビットストリームに含まれるオーディオデ
ータやスピーカ配置情報を復号し、スピーカ配置情報に基づいてオーディオデータを出力
する。スピーカ配置情報には、垂直方向のスピーカの配置に関する情報が含まれているの
で、平面だけでなく、垂直方向の音像再現が可能になり、より臨場感の高い音声再生が可
能となる。
【０１５４】
　なお、より詳細には、オーディオデータの復号時には、必要に応じてオーディオデータ
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のダウンミックスなどの処理も行なわれる。
【０１５５】
　この場合、例えば復号部６２は、図６に示した「MPEG4 ancillary data」における「an
cillary_data_status()」内の「ancillary_data_extension_status」が「１」であれば、
「MPEG4_ext_ancillary_data()」を読み込む。そして、復号部６２は、図１１に示した「
MPEG4_ext_ancillary_data()」に含まれている各情報を読み込んで、オーディオデータの
ダウンミックスやゲイン補正を行なう。
【０１５６】
　例えば、復号部６２は、7.1チャンネルや6.1チャンネルのオーディオデータを、5.1チ
ャンネルのオーディオデータにダウンミックスしたり、さらに5.1チャンネルのオーディ
オデータを2チャンネルのオーディオデータにダウンミックスしたりする。
【０１５７】
　また、このとき、復号部６２は必要に応じてLFEチャンネルのオーディオデータを、ダ
ウンミックスに用いる。なお、各チャンネルに乗算される係数は、図１３に示した「ext_
downmixing_levels()」や図１６に示した「ext_downmixing_lfe_level()」が参照されて
定められる。さらに、ダウンミックス時のゲイン補正には、図１５に示した「ext_downmi
xing_global_gains()」が参照される。
【０１５８】
［符号化装置の構成例］
　次に、以上において説明した符号化装置と復号装置のより詳細な構成例と、それらの装
置のより詳細な動作について説明する。
【０１５９】
　図２６は、符号化装置のより詳細な構成例を示す図である。
【０１６０】
　符号化装置９１は、入力部２１、符号化部２２、およびパッキング部２３から構成され
る。なお、図２６において、図２２における場合と対応する部分には同一の符号を付して
あり、その説明は適宜省略する。
【０１６１】
　符号化部２２は、PCE符号化部１０１、DSE符号化部１０２、およびオーディオエレメン
ト符号化部１０３を備えている。
【０１６２】
　PCE符号化部１０１は、入力部２１から供給された情報に基づいてPCEの符号化を行なう
。すなわち、PCE符号化部１０１は、必要に応じて各情報の符号化を行いながら、PCEに格
納される各情報を生成する。PCE符号化部１０１は、同期ワード符号化部１１１、配置情
報符号化部１１２、および識別情報符号化部１１３を備えている。
【０１６３】
　同期ワード符号化部１１１は同期ワードを符号化し、符号化された同期ワードをPCEの
コメント領域に含まれる拡張領域に格納される情報とする。配置情報符号化部１１２は、
入力部２１から供給された、各オーディオデータについてのスピーカの高さ（レイヤ）を
示すスピーカ配置情報を符号化し、コメント領域内の拡張領域に格納される情報とする。
【０１６４】
　識別情報符号化部１１３は、識別情報の符号化を行なう。例えば、識別情報符号化部１
１３は、必要に応じて同期ワードおよびスピーカ配置情報に基づいて識別情報としてCRC
チェックコードを生成し、コメント領域内の拡張領域に格納される情報とする。
【０１６５】
　DSE符号化部１０２は、入力部２１から供給された情報に基づいてDSEの符号化を行なう
。すなわち、DSE符号化部１０２は、必要に応じて各情報の符号化を行いながら、DSEに格
納される各情報を生成する。DSE符号化部１０２は、拡張情報符号化部１１４およびダウ
ンミックス情報符号化部１１５を備えている。
【０１６６】
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　拡張情報符号化部１１４は、DSEの拡張領域である「MPEG4_ext_ancillary_data()」に
拡張情報が含まれているか否かを示す情報（フラグ）を符号化する。ダウンミックス情報
符号化部１１５は、オーディオデータのダウンミックスに関する情報を符号化する。オー
ディオエレメント符号化部１０３は、入力部２１から供給されたオーディオデータを符号
化する。
【０１６７】
　符号化部２２は、各種のデータの符号化により得られた、各エレメントに格納される情
報をパッキング部２３に供給する。
【０１６８】
［符号化処理の説明］
　ここで、図２７のフローチャートを参照して、符号化装置９１により行なわれる符号化
処理について説明する。なお、この符号化処理は、図２３のフローチャートを参照して説
明した処理のより詳細な処理である。
【０１６９】
　ステップＳ７１において、入力部２１は、オーディオデータと、そのオーディオデータ
の符号化に必要な情報を取得して符号化部２２に供給する。
【０１７０】
　例えば、入力部２１は、オーディオデータとして各チャンネルのPCM（Pulse Code Modu
lation）データ、各チャンネルのスピーカ配置を示す情報、ダウンミックス係数を特定す
るための情報、および符号化ビットストリームのビットレートを示す情報を取得する。こ
こで、ダウンミックス係数を特定するための情報とは、7.1または6.1チャンネルから5.1
チャンネルへのダウンミックス、および5.1チャンネルから2チャンネルへのダウンミック
スを行なうときに各チャンネルのオーディオデータに乗算される係数を示す情報である。
【０１７１】
　また、入力部２１は、これから得ようとする符号化ビットストリームのファイル名を取
得する。このファイル名は適宜、符号化側の装置で用いられる。
【０１７２】
　ステップＳ７２において、オーディオエレメント符号化部１０３は、入力部２１から供
給されたオーディオデータを符号化し、SCE、CPE、およびLFEの各エレメントに格納され
るデータとする。このとき、オーディオデータは、入力部２１から符号化部２２に供給さ
れたビットレートと、オーディオデータ以外の他の情報の符号量とから定まるビットレー
トで符号化される。
【０１７３】
　また、例えばCチャンネルやCsチャンネルのオーディオデータが符号化され、SCEに格納
されるデータとされ、LチャンネルやRチャンネルのオーディオデータが符号化され、CPE
に格納されるデータとされる。さらに、LFEチャンネルのオーディオデータが符号化され
、LFEに格納されるデータとされる。
【０１７４】
　ステップＳ７３において、同期ワード符号化部１１１は入力部２１から供給された情報
に基づいて同期ワードを符号化し、符号化された同期ワードを図４に示した「height_ext
ension_element」に含まれる「PCE_HEIGHT_EXTENSION_SYNC」に格納される情報とする。
【０１７５】
　ステップＳ７４において、配置情報符号化部１１２は、入力部２１から供給された、各
オーディオデータのスピーカ配置情報を符号化する。
【０１７６】
　符号化されたスピーカ配置情報は、パッキング部２３において音源位置、つまりスピー
カ配置に応じた順番で「height_extension_element」内に格納される。すなわち、ユーザ
からみて前方に配置されるスピーカで再生される各チャンネルのスピーカ高さ（音源の高
さ）を示すスピーカ配置情報は、「front_element_height_info[i]」として「height_ext
ension_element」内に格納される。
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【０１７７】
　「front_element_height_info[i]」に続いて、ユーザからみて側方に配置されるスピー
カで再生される各チャンネルのスピーカ高さを示すスピーカ配置情報が、「side_element
_height_info[i]」として「height_extension_element」内に格納される。さらに、その
後には、ユーザからみて後方に配置されるスピーカで再生される各チャンネルのスピーカ
高さを示すスピーカ配置情報が、「back_element_height_info[i]」として「height_exte
nsion_element」内に格納される。
【０１７８】
　ステップＳ７５において、識別情報符号化部１１３は、識別情報の符号化を行なう。例
えば、識別情報符号化部１１３は、必要に応じて同期ワードおよびスピーカ配置情報に基
づいて識別情報としてCRCチェックコードを生成し、「height_extension_element」の「h
eight_info_crc_check」に格納される情報とする。同期ワードとCRCチェックコードは、
符号化ビットストリームにおけるスピーカ配置情報の有無を識別するための情報である。
【０１７９】
　また、識別情報符号化部１１３は、バイトアラインメントの実行を指示する情報を「he
ight_extension_element」の「byte_alignment()」に格納される情報として生成する。さ
らに、識別情報符号化部１１３は、識別情報の照合を指示する情報を「height_extension
_element」における「if(crc_cal()!=height_info_crc_check)」に格納される情報として
生成する。
【０１８０】
　以上のステップＳ７３乃至ステップＳ７５の処理によって、PCEのコメント領域に含ま
れる拡張領域、つまり「height_extension_element」に格納すべき情報が生成される。
【０１８１】
　ステップＳ７６において、PCE符号化部１０１は、入力部２１から供給された情報や、
これまでに生成された拡張領域の情報などに基づいてPCEの符号化を行なう。
【０１８２】
　例えば、PCE符号化部１０１は、前方、側方、および後方のそれぞれに配置されるスピ
ーカで再生される各チャンネルの数や、各オーディオデータがC，L，Rなどのチャンネル
のうちの何れのチャンネルのデータであるかを示す情報などを、PCEに格納される情報と
して生成する。
【０１８３】
　ステップＳ７７において、拡張情報符号化部１１４は、入力部２１から供給された情報
に基づいて、DSEの拡張領域に拡張情報が含まれているか否かを示す情報を符号化し、図
８の「ancillary_data_status()」の「ancillary_data_extension_status」に格納される
情報とする。例えば、「ancillary_data_extension_status」には、拡張情報が含まれて
いるか否かを示す情報、つまり拡張情報の有無を示す情報として「０」または「１」が格
納される。
【０１８４】
　ステップＳ７８において、ダウンミックス情報符号化部１１５は、入力部２１から供給
された情報に基づいて、オーディオデータのダウンミックスに関する情報を符号化する。
【０１８５】
　例えば、ダウンミックス情報符号化部１１５は、入力部２１から供給されたダウンミッ
クス係数を特定するための情報の符号化を行なう。具体的には、ダウンミックス情報符号
化部１１５は、5.1チャンネルから2チャンネルへのダウンミックスを行なうときに各チャ
ンネルのオーディオデータに乗算される係数を示す情報を符号化し、図９の「downmixing
_levels_MPEG4()」に格納される「center_mix_level_value」および「surround_mix_leve
l_value」とする。
【０１８６】
　また、ダウンミックス情報符号化部１１５は、5.1チャンネルから2チャンネルへのダウ
ンミックスを行なうときにLFEチャンネルのオーディオデータに乗算される係数を示す情
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報を符号化し、図１６の「ext_downmixing_lfe_level()」に格納される「dmix_lfe_idx」
とする。同時に、ダウンミックス情報符号化部１１５は、入力部２１から供給された、2
チャンネルへのダウンミックスの処理手順を示す情報を符号化し、図７の「bs_info()」
に格納される「pseudo_surround_enable」とする。
【０１８７】
　さらに、ダウンミックス情報符号化部１１５は、7.1または6.1チャンネルから5.1チャ
ンネルへのダウンミックスを行なうときに各チャンネルのオーディオデータに乗算される
係数を示す情報を符号化し、図１３の「ext_downmixing_levels」に格納される「dmix_a_
idx」および「dmix_b_idx」とする。
【０１８８】
　また、ダウンミックス情報符号化部１１５は、5.1チャンネルから2チャンネルへのダウ
ンミックスでLFEチャンネルを用いるかを示す情報を符号化し、拡張領域である図１１の
「ext_ancillary_data_status()」内にある、図１２の「ext_downmixing_lfe_level_stat
us」に格納される情報とする。
【０１８９】
　さらに、ダウンミックス情報符号化部１１５は、ダウンミックス時のゲイン調整を行な
うのに必要な情報を符号化して図１１の「MPEG4_ext_ancillary_data()」内の「ext_down
mixing_global_gains」に格納される情報とする。
【０１９０】
　ステップＳ７９において、DSE符号化部１０２は、入力部２１から供給された情報や、
これまでに生成されたダウンミックスに関する情報などに基づいてDSEの符号化を行なう
。
【０１９１】
　以上の処理により、PCE、SCE、CPE、LFE、およびDSEの各エレメントに格納すべき情報
が得られる。符号化部２２は、これらの各エレメントに格納すべき情報をパッキング部２
３に供給する。また、符号化部２２は、必要に応じて「Header/Sideinfo」や「FIL(DRC)
」、「FIL(END)」などのエレメントを生成し、パッキング部２３に供給する。
【０１９２】
　ステップＳ８０において、パッキング部２３は、符号化部２２から供給されたオーディ
オデータやスピーカ配置情報などをビットパッキングして図３の符号化ビットストリーム
を生成し、出力する。例えばパッキング部２３は、PCEやDSEに符号化部２２から供給され
た情報を格納することで、符号化ビットストリームを生成する。符号化ビットストリーム
が出力されると、符号化処理は終了する。
【０１９３】
　以上のようにして符号化装置９１は、スピーカ配置情報や、ダウンミックスに関する情
報、拡張領域に拡張情報が含まれているかを示す情報などを符号化ビットストリームに含
めて、符号化されたオーディオデータを出力する。このようにスピーカ配置情報や、ダウ
ンミックスに関する情報などを符号化ビットストリームに格納することで、符号化ビット
ストリームの復号側では、より臨場感のある高品質な音声を得ることができるようになる
。
【０１９４】
　例えば、符号化ビットストリームに垂直方向のスピーカ配置情報を格納することで、復
号側では、平面だけでなく、垂直方向の音像再現が可能になり、より臨場感の高い音声再
生が可能となる。
【０１９５】
　しかも、符号化ビットストリームには、コメント領域内の拡張領域に格納されている情
報が、スピーカ配置情報であるか、他のコメント等のテキスト情報であるかを識別するた
めに、スピーカ配置情報を識別する複数の識別情報（識別コード）が含まれている。ここ
では、識別情報として、スピーカ配置情報の直前に配置される同期ワードと、スピーカ配
置情報などの格納された情報内容により定まるCRCチェックコードとが符号化ビットスト
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リームに含まれている。
【０１９６】
　これらの２つの識別情報を符号化ビットストリームに含めることで、符号化ビットスト
リームに含まれている情報がスピーカ配置情報であるかをより確実に特定することができ
るようになる。その結果、得られたスピーカ配置情報を用いて、より臨場感のある高品質
な音声を得ることができる。
【０１９７】
　また、符号化ビットストリームには、オーディオデータのダウンミックスのための情報
として、DSEに「pseudo_surround_enable」が含まれている。この情報によれば、5.1チャ
ンネルから2チャンネルへのダウンミックス処理の方法として、複数の方法のうちの何れ
かを指定することが可能となるので、オーディオデータの復号側の自由度をより高めるこ
とができる。
【０１９８】
　具体的には、この実施の形態では、5.1チャンネルから2チャンネルへのダウンミックス
処理の方法として、上述した式（１）を計算する方法と、式（２）を計算する方法がある
。例えば、復号側において、ダウンミックスにより得られた2チャンネルのオーディオデ
ータが、さらに再生装置に転送され、再生装置において2チャンネルのオーディオデータ
が、5.1チャンネルのオーディオデータへと変換されて再生されるとする。
【０１９９】
　そのような場合、式（１）による方法と式（２）による方法とでは、何れかの方法で得
られたオーディオデータについては、最終的に得られる5.1チャンネルのオーディオデー
タを再生したときに予め想定した適切な音響効果が得られなくなってしまう可能性もある
。
【０２００】
　しかし、符号化装置９１で得られる符号化ビットストリームでは、復号側で想定した音
響効果を得ることができるダウンミックス方法を「pseudo_surround_enable」により指定
することができるので、復号側ではより臨場感のある高品質な音声を得ることができる。
【０２０１】
　さらに、符号化ビットストリームには、拡張情報が含まれているかを示す情報（フラグ
）が「ancillary_data_extension_status」に格納されている。したがって、この情報を
参照すれば、拡張領域である「MPEG4_ext_ancillary_data()」に拡張情報が含まれている
かを特定することができる。
【０２０２】
　例えば、この例では拡張情報として、「ext_ancillary_data_status()」、「ext_downm
ixing_levels()」、「ext_downmixing_global_gains」、および「ext_downmixing_lfe_le
vel()」が必要に応じて拡張領域に格納されている。
【０２０３】
　このような拡張情報を得ることができれば、より高い自由度でオーディオデータをダウ
ンミックスすることができ、多様なオーディオデータを復号側で得ることができる。その
結果、より臨場感のある高品質な音声を得ることができるようになる。
【０２０４】
［復号装置の構成例］
　続いて、復号装置のより詳細な構成について説明する。
【０２０５】
　図２８は、復号装置のより詳細な構成例を示す図である。なお、図２８において、図２
４における場合と対応する部分には同一の符号を付してあり、その説明は適宜省略する。
【０２０６】
　復号装置１４１は、分離部６１、復号部６２、切替部１５１、ダウンミックス処理部１
５２、および出力部６３から構成される。
【０２０７】
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　分離部６１は、符号化装置９１から出力された符号化ビットストリームを受信してアン
パッキングし、復号部６２に供給するとともに、ダウンミックス形式パラメータとオーデ
ィオデータのファイル名を取得する。
【０２０８】
　ここで、ダウンミックス形式パラメータは、復号装置１４１において、符号化ビットス
トリームに含まれているオーディオデータのダウンミックスの形式を示す情報である。例
えば、ダウンミックス形式パラメータとして、7.1チャンネル若しくは6.1チャンネルから
5.1チャンネルへのダウンミックスを行なう旨の情報、7.1チャンネル若しくは6.1チャン
ネルから2チャンネルへのダウンミックスを行なう旨の情報、5.1チャンネルから2チャン
ネルへのダウンミックスを行なう旨の情報、またはダウンミックスを行なわない旨の情報
が含まれている。
【０２０９】
　分離部６１により取得されたダウンミックス形式パラメータは、切替部１５１およびダ
ウンミックス処理部１５２に供給される。また、分離部６１により取得されたファイル名
は、適宜、復号装置１４１において使用される。
【０２１０】
　復号部６２は、分離部６１から供給された符号化ビットストリームの復号を行なう。復
号部６２は、PCE復号部１６１、DSE復号部１６２、およびオーディオエレメント復号部１
６３から構成される。
【０２１１】
　PCE復号部１６１は、符号化ビットストリームに含まれるPCEを復号し、その結果得られ
た情報をダウンミックス処理部１５２および出力部６３に供給する。PCE復号部１６１に
は、同期ワード検出部１７１と識別情報算出部１７２が設けられている。
【０２１２】
　同期ワード検出部１７１は、PCEのコメント領域内にある拡張領域から同期ワードを検
出し、同期ワードを読み出す。また、識別情報算出部１７２は、PCEのコメント領域内に
ある拡張領域から読み出された情報に基づいて識別情報を算出する。
【０２１３】
　DSE復号部１６２は、符号化ビットストリームに含まれるDSEを復号し、その結果得られ
た情報をダウンミックス処理部１５２に供給する。DSE復号部１６２には、拡張検出部１
７３とダウンミックス情報復号部１７４が設けられている。
【０２１４】
　拡張検出部１７３は、DSEの「MPEG4_ancillary_data()」に、拡張情報が含まれている
か否かを検出する。ダウンミックス情報復号部１７４は、DSEに含まれているダウンミッ
クスに関する情報の復号を行なう。
【０２１５】
　オーディオエレメント復号部１６３は、符号化ビットストリームに含まれているオーデ
ィオデータを復号し、切替部１５１に供給する。
【０２１６】
　切替部１５１は、分離部６１から供給されたダウンミックス形式パラメータに基づいて
、復号部６２から供給されたオーディオデータの出力先を、ダウンミックス処理部１５２
または出力部６３の何れかに切り替える。
【０２１７】
　ダウンミックス処理部１５２は、分離部６１からのダウンミックス形式パラメータ、お
よび復号部６２からの情報に基づいて、切替部１５１から供給されたオーディオデータを
ダウンミックスし、その結果得られたオーディオデータを出力部６３に供給する。
【０２１８】
　出力部６３は、復号部６２から供給された情報に基づいて、切替部１５１またはダウン
ミックス処理部１５２から供給されたオーディオデータを、出力する。出力部６３は、並
び替え処理部１８１を備えている。並び替え処理部１８１は、PCE復号部１６１から供給
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された情報に基づいて、切替部１５１から供給されたオーディオデータを並び替えて、出
力する。
【０２１９】
［ダウンミックス処理部の構成例］
　また、図２８のダウンミックス処理部１５２は、より詳細には図２９に示すように構成
される。すなわち、ダウンミックス処理部１５２は、切替部２１１、切替部２１２、ダウ
ンミックス部２１３－１乃至ダウンミックス部２１３－４、切替部２１４、ゲイン調整部
２１５、切替部２１６、ダウンミックス部２１７－１、ダウンミックス部２１７－２、お
よびゲイン調整部２１８から構成される。
【０２２０】
　切替部２１１は、切替部１５１から供給されたオーディオデータを、切替部２１２また
は切替部２１６の何れかに供給する。例えば、オーディオデータの出力先は、オーディオ
データが7.1チャンネルまたは6.1チャンネルのデータである場合、切替部２１２とされ、
オーディオデータが5.1チャンネルのデータである場合、切替部２１６とされる。
【０２２１】
　切替部２１２は、切替部２１１から供給されたオーディオデータを、ダウンミックス部
２１３－１乃至ダウンミックス部２１３－４の何れかに供給する。例えば、切替部２１２
によるオーディオデータの出力先は、オーディオデータが6.1チャンネルのデータである
場合、ダウンミックス部２１３－１とされる。
【０２２２】
　また、オーディオデータが、L，Lc，C，Rc，R，Ls，Rs，LFEの各チャンネルのデータで
ある場合、切替部２１２は切替部２１１からのオーディオデータをダウンミックス部２１
３－２に供給する。オーディオデータが、L，R，C，Ls，Rs，Lrs，Rrs，LFEの各チャンネ
ルのデータである場合、切替部２１２は切替部２１１からのオーディオデータをダウンミ
ックス部２１３－３に供給する。
【０２２３】
　さらに、オーディオデータが、L，R，C，Ls，Rs，Lvh，Rvh，LFEの各チャンネルのデー
タである場合、切替部２１２は切替部２１１からのオーディオデータをダウンミックス部
２１３－４に供給する。
【０２２４】
　ダウンミックス部２１３－１乃至ダウンミックス部２１３－４は、切替部２１２から供
給されたオーディオデータを5.1チャンネルのオーディオデータにダウンミックスし、切
替部２１４に供給する。なお、以下、ダウンミックス部２１３－１乃至ダウンミックス部
２１３－４を特に区別する必要のない場合、単にダウンミックス部２１３とも称する。
【０２２５】
　切替部２１４は、ダウンミックス部２１３から供給されたオーディオデータを、ゲイン
調整部２１５または切替部２１６の何れかに供給する。例えば、符号化ビットストリーム
に含まれているオーディオデータが、5.1チャンネルにダウンミックスされる場合には、
切替部２１４はゲイン調整部２１５にオーディオデータを供給する。これに対して、符号
化ビットストリームに含まれているオーディオデータが、2チャンネルにダウンミックス
される場合には、切替部２１４は切替部２１６にオーディオデータを供給する。
【０２２６】
　ゲイン調整部２１５は、切替部２１４から供給されたオーディオデータのゲインを調整
し、出力部６３に供給する。
【０２２７】
　切替部２１６は、切替部２１１または切替部２１４から供給されたオーディオデータを
、ダウンミックス部２１７－１またはダウンミックス部２１７－２に供給する。例えば、
符号化ビットストリームのDSEに含まれる「pseudo_surround_enable」の値に応じて、切
替部２１６によるオーディオデータの出力先が切り替えられる。
【０２２８】
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　ダウンミックス部２１７－１およびダウンミックス部２１７－２は、切替部２１６から
供給されたオーディオデータを2チャンネルのデータにダウンミックスし、ゲイン調整部
２１８に供給する。なお、以下、ダウンミックス部２１７－１およびダウンミックス部２
１７－２を特に区別する必要のない場合、単にダウンミックス部２１７とも称する。
【０２２９】
　ゲイン調整部２１８は、ダウンミックス部２１７から供給されたオーディオデータのゲ
インを調整し、出力部６３に供給する。
【０２３０】
［ダウンミックス部の構成例］
　さらに、図２９のダウンミックス部２１３およびダウンミックス部２１７のより詳細な
構成例について説明する。
【０２３１】
　図３０は、図２９のダウンミックス部２１３－１の構成例を示す図である。
【０２３２】
　ダウンミックス部２１３－１は、入力端子２４１－１乃至入力端子２４１－７、乗算部
２４２乃至乗算部２４４、加算部２４５、加算部２４６、および出力端子２４７－１乃至
出力端子２４７－６から構成される。
【０２３３】
　入力端子２４１－１乃至入力端子２４１－７には、それぞれ切替部２１２から、L，R，
C，Ls，Rs，Cs，LFEの各チャンネルのオーディオデータが供給される。
【０２３４】
　入力端子２４１－１乃至入力端子２４１－３は、切替部２１２から供給されたオーディ
オデータを、出力端子２４７－１乃至出力端子２４７－３を介して、そのまま切替部２１
４に供給する。すなわち、ダウンミックス部２１３－１に供給されたL，R，Cの各チャン
ネルのオーディオデータは、そのままダウンミックス後のL，R，Cの各チャンネルのオー
ディオデータとして後段に出力される。
【０２３５】
　入力端子２４１－４乃至入力端子２４１－６は、切替部２１２から供給されたオーディ
オデータを乗算部２４２乃至乗算部２４４に供給する。乗算部２４２は、入力端子２４１
－４から供給されたオーディオデータに、ダウンミックスのための係数を乗算し、加算部
２４５に供給する。
【０２３６】
　乗算部２４３は、入力端子２４１－５から供給されたオーディオデータに、ダウンミッ
クスのための係数を乗算し、加算部２４６に供給する。乗算部２４４は、入力端子２４１
－６から供給されたオーディオデータに、ダウンミックスのための係数を乗算し、加算部
２４５および加算部２４６に供給する。
【０２３７】
　加算部２４５は、乗算部２４２から供給されたオーディオデータと、乗算部２４４から
供給されたオーディオデータとを加算して、出力端子２４７－４に供給する。出力端子２
４７－４は、加算部２４５から供給されたオーディオデータを、ダウンミックス後のLsチ
ャンネルのオーディオデータとして切替部２１４に供給する。
【０２３８】
　加算部２４６は、乗算部２４３から供給されたオーディオデータと、乗算部２４４から
供給されたオーディオデータとを加算して、出力端子２４７－５に供給する。出力端子２
４７－５は、加算部２４６から供給されたオーディオデータを、ダウンミックス後のRsチ
ャンネルのオーディオデータとして切替部２１４に供給する。
【０２３９】
　入力端子２４１－７は、切替部２１２から供給されたオーディオデータを、出力端子２
４７－６を介して、そのまま切替部２１４に供給する。すなわち、ダウンミックス部２１
３－１に供給されたLFEチャンネルのオーディオデータは、そのままダウンミックス後のL
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FEチャンネルのオーディオデータとして後段に出力される。
【０２４０】
　なお、以下、入力端子２４１－１乃至入力端子２４１－７を特に区別する必要のない場
合、単に入力端子２４１とも称し、出力端子２４７－１乃至出力端子２４７－６を特に区
別する必要のない場合、単に出力端子２４７とも称することとする。
【０２４１】
　このように、ダウンミックス部２１３－１では、上述した式（６）の計算に相当する処
理が行なわれる。
【０２４２】
　図３１は、図２９のダウンミックス部２１３－２の構成例を示す図である。
【０２４３】
　ダウンミックス部２１３－２は、入力端子２７１－１乃至入力端子２７１－８、乗算部
２７２乃至乗算部２７５、加算部２７６、加算部２７７、加算部２７８、および出力端子
２７９－１乃至出力端子２７９－６から構成される。
【０２４４】
　入力端子２７１－１乃至入力端子２７１－８には、それぞれ切替部２１２から、L，Lc
，C，Rc，R，Ls，Rs，LFEの各チャンネルのオーディオデータが供給される。
【０２４５】
　入力端子２７１－１乃至入力端子２７１－５は、切替部２１２から供給されたオーディ
オデータを、それぞれ加算部２７６、乗算部２７２および乗算部２７３、加算部２７７、
乗算部２７４および乗算部２７５、並びに加算部２７８に供給する。
【０２４６】
　乗算部２７２および乗算部２７３は、入力端子２７１－２から供給されたオーディオデ
ータに、ダウンミックスのための係数を乗算し、加算部２７６および加算部２７７に供給
する。また、乗算部２７４および乗算部２７５は、入力端子２７１－４から供給されたオ
ーディオデータに、ダウンミックスのための係数を乗算し、加算部２７７および加算部２
７８に供給する。
【０２４７】
　加算部２７６は、入力端子２７１－１から供給されたオーディオデータと、乗算部２７
２から供給されたオーディオデータとを加算して、出力端子２７９－１に供給する。出力
端子２７９－１は、加算部２７６から供給されたオーディオデータを、ダウンミックス後
のLチャンネルのオーディオデータとして切替部２１４に供給する。
【０２４８】
　加算部２７７は、入力端子２７１－３から供給されたオーディオデータ、乗算部２７３
から供給されたオーディオデータ、および乗算部２７４から供給されたオーディオデータ
を加算して、出力端子２７９－２に供給する。出力端子２７９－２は、加算部２７７から
供給されたオーディオデータを、ダウンミックス後のCチャンネルのオーディオデータと
して切替部２１４に供給する。
【０２４９】
　加算部２７８は、入力端子２７１－５から供給されたオーディオデータと、乗算部２７
５から供給されたオーディオデータとを加算して、出力端子２７９－３に供給する。出力
端子２７９－３は、加算部２７８から供給されたオーディオデータを、ダウンミックス後
のRチャンネルのオーディオデータとして切替部２１４に供給する。
【０２５０】
　入力端子２７１－６乃至入力端子２７１－８は、切替部２１２から供給されたオーディ
オデータを、出力端子２７９－４乃至出力端子２７９－６を介して、そのまま切替部２１
４に供給する。すなわち、ダウンミックス部２１３－２に供給されたLs，Rs，LFEの各チ
ャンネルのオーディオデータは、そのままダウンミックス後のLs，Rs，LFEの各チャンネ
ルのオーディオデータとして後段に出力される。
【０２５１】
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　なお、以下、入力端子２７１－１乃至入力端子２７１－８を特に区別する必要のない場
合、単に入力端子２７１とも称し、出力端子２７９－１乃至出力端子２７９－６を特に区
別する必要のない場合、単に出力端子２７９とも称することとする。
【０２５２】
　このように、ダウンミックス部２１３－２では、上述した式（４）の計算に相当する処
理が行なわれる。
【０２５３】
　さらに、図３２は、図２９のダウンミックス部２１３－３の構成例を示す図である。
【０２５４】
　ダウンミックス部２１３－３は、入力端子３０１－１乃至入力端子３０１－８、乗算部
３０２乃至乗算部３０５、加算部３０６、加算部３０７、および出力端子３０８－１乃至
出力端子３０８－６から構成される。
【０２５５】
　入力端子３０１－１乃至入力端子３０１－８には、それぞれ切替部２１２から、L，R，
C，Ls，Rs，Lrs，Rrs，LFEの各チャンネルのオーディオデータが供給される。
【０２５６】
　入力端子３０１－１乃至入力端子３０１－３は、切替部２１２から供給されたオーディ
オデータを、出力端子３０８－１乃至出力端子３０８－３を介して、そのまま切替部２１
４に供給する。すなわち、ダウンミックス部２１３－３に供給されたL，R，Cの各チャン
ネルのオーディオデータは、そのままダウンミックス後のL，R，Cの各チャンネルのオー
ディオデータとして後段に出力される。
【０２５７】
　入力端子３０１－４乃至入力端子３０１－７は、切替部２１２から供給されたオーディ
オデータを乗算部３０２乃至乗算部３０５に供給する。乗算部３０２乃至乗算部３０５は
、入力端子３０１－４乃至入力端子３０１－７から供給されたオーディオデータに、ダウ
ンミックスのための係数を乗算し、加算部３０６、加算部３０７、加算部３０６、および
加算部３０７に供給する。
【０２５８】
　加算部３０６は、乗算部３０２から供給されたオーディオデータと、乗算部３０４から
供給されたオーディオデータとを加算して、出力端子３０８－４に供給する。出力端子３
０８－４は、加算部３０６から供給されたオーディオデータを、ダウンミックス後のLsチ
ャンネルのオーディオデータとして切替部２１４に供給する。
【０２５９】
　加算部３０７は、乗算部３０３から供給されたオーディオデータと、乗算部３０５から
供給されたオーディオデータとを加算して、出力端子３０８－５に供給する。出力端子３
０８－５は、加算部３０７から供給されたオーディオデータを、ダウンミックス後のRsチ
ャンネルのオーディオデータとして切替部２１４に供給する。
【０２６０】
　入力端子３０１－８は、切替部２１２から供給されたオーディオデータを、出力端子３
０８－６を介して、そのまま切替部２１４に供給する。すなわち、ダウンミックス部２１
３－３に供給されたLFEチャンネルのオーディオデータは、そのままダウンミックス後のL
FEチャンネルのオーディオデータとして後段に出力される。
【０２６１】
　なお、以下、入力端子３０１－１乃至入力端子３０１－８を特に区別する必要のない場
合、単に入力端子３０１とも称し、出力端子３０８－１乃至出力端子３０８－６を特に区
別する必要のない場合、単に出力端子３０８とも称することとする。
【０２６２】
　このように、ダウンミックス部２１３－３では、上述した式（３）の計算に相当する処
理が行なわれる。
【０２６３】
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　図３３は、図２９のダウンミックス部２１３－４の構成例を示す図である。
【０２６４】
　ダウンミックス部２１３－４は、入力端子３３１－１乃至入力端子３３１－８、乗算部
３３２乃至乗算部３３５、加算部３３６、加算部３３７、および出力端子３３８－１乃至
出力端子３３８－６から構成される。
【０２６５】
　入力端子３３１－１乃至入力端子３３１－８には、それぞれ切替部２１２から、L，R，
C，Ls，Rs，Lvh，Rvh，LFEの各チャンネルのオーディオデータが供給される。
【０２６６】
　入力端子３３１－１および入力端子３３１－２は、切替部２１２から供給されたオーデ
ィオデータを、それぞれ乗算部３３２および乗算部３３３に供給する。また、入力端子３
３１－６および入力端子３３１－７は、切替部２１２から供給されたオーディオデータを
、それぞれ乗算部３３４および乗算部３３５に供給する。
【０２６７】
　乗算部３３２乃至乗算部３３５は、入力端子３３１－１、入力端子３３１－２、入力端
子３３１－６、および入力端子３３１－７から供給されたオーディオデータに、ダウンミ
ックスのための係数を乗算し、加算部３３６、加算部３３７、加算部３３６、および加算
部３３７に供給する。
【０２６８】
　加算部３３６は、乗算部３３２から供給されたオーディオデータと、乗算部３３４から
供給されたオーディオデータとを加算して、出力端子３３８－１に供給する。出力端子３
３８－１は、加算部３３６から供給されたオーディオデータを、ダウンミックス後のLチ
ャンネルのオーディオデータとして切替部２１４に供給する。
【０２６９】
　加算部３３７は、乗算部３３３から供給されたオーディオデータと、乗算部３３５から
供給されたオーディオデータとを加算して、出力端子３３８－２に供給する。出力端子３
３８－２は、加算部３３７から供給されたオーディオデータを、ダウンミックス後のRチ
ャンネルのオーディオデータとして切替部２１４に供給する。
【０２７０】
　入力端子３３１－３乃至入力端子３３１－５、および入力端子３３１－８は、切替部２
１２から供給されたオーディオデータを、出力端子３３８－３乃至出力端子３３８－５、
および出力端子３３８－６を介して、そのまま切替部２１４に供給する。すなわち、ダウ
ンミックス部２１３－４に供給されたC，Ls，Rs，LFEの各チャンネルのオーディオデータ
は、そのままダウンミックス後のC，Ls，Rs，LFEの各チャンネルのオーディオデータとし
て後段に出力される。
【０２７１】
　なお、以下、入力端子３３１－１乃至入力端子３３１－８を特に区別する必要のない場
合、単に入力端子３３１とも称し、出力端子３３８－１乃至出力端子３３８－６を特に区
別する必要のない場合、単に出力端子３３８とも称することとする。
【０２７２】
　このように、ダウンミックス部２１３－４では、上述した式（５）の計算に相当する処
理が行なわれる。
【０２７３】
　続いて、図２９のダウンミックス部２１７のより詳細な構成例について説明する。
【０２７４】
　図３４は、図２９のダウンミックス部２１７－１の構成例を示す図である。
【０２７５】
　ダウンミックス部２１７－１は、入力端子３６１－１乃至入力端子３６１－６、乗算部
３６２乃至乗算部３６５、加算部３６６乃至加算部３７１、出力端子３７２－１、および
出力端子３７２－２から構成される。
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【０２７６】
　入力端子３６１－１乃至入力端子３６１－６には、それぞれ切替部２１６から、L，R，
C，Ls，Rs，LFEの各チャンネルのオーディオデータが供給される。
【０２７７】
　入力端子３６１－１乃至入力端子３６１－６は、それぞれ切替部２１６から供給された
オーディオデータを、加算部３６６、加算部３６９、および乗算部３６２乃至乗算部３６
５に供給する。
【０２７８】
　乗算部３６２乃至乗算部３６５は、入力端子３６１－３乃至入力端子３６１－６から供
給されたオーディオデータに、ダウンミックスのための係数を乗算し、加算部３６６およ
び加算部３６９、加算部３６７、加算部３７０、並びに加算部３６８および加算部３７１
に供給する。
【０２７９】
　加算部３６６は、入力端子３６１－１から供給されたオーディオデータと、乗算部３６
２から供給されたオーディオデータとを加算して、加算部３６７に供給する。加算部３６
７は、加算部３６６から供給されたオーディオデータと、乗算部３６３から供給されたオ
ーディオデータとを加算して、加算部３６８に供給する。
【０２８０】
　加算部３６８は、加算部３６７から供給されたオーディオデータと、乗算部３６５から
供給されたオーディオデータとを加算して、出力端子３７２－１に供給する。出力端子３
７２－１は、加算部３６８から供給されたオーディオデータを、ダウンミックス後のLチ
ャンネルのオーディオデータとしてゲイン調整部２１８に供給する。
【０２８１】
　加算部３６９は、入力端子３６１－２から供給されたオーディオデータと、乗算部３６
２から供給されたオーディオデータとを加算して、加算部３７０に供給する。加算部３７
０は、加算部３６９から供給されたオーディオデータと、乗算部３６４から供給されたオ
ーディオデータとを加算して、加算部３７１に供給する。
【０２８２】
　加算部３７１は、加算部３７０から供給されたオーディオデータと、乗算部３６５から
供給されたオーディオデータとを加算して、出力端子３７２－２に供給する。出力端子３
７２－２は、加算部３７１から供給されたオーディオデータを、ダウンミックス後のRチ
ャンネルのオーディオデータとしてゲイン調整部２１８に供給する。
【０２８３】
　なお、以下、入力端子３６１－１乃至入力端子３６１－６を特に区別する必要のない場
合、単に入力端子３６１とも称し、出力端子３７２－１および出力端子３７２－２を特に
区別する必要のない場合、単に出力端子３７２とも称することとする。
【０２８４】
　このように、ダウンミックス部２１７－１では、上述した式（１）の計算に相当する処
理が行なわれる。
【０２８５】
　また、図３５は、図２９のダウンミックス部２１７－２の構成例を示す図である。
【０２８６】
　ダウンミックス部２１７－２は、入力端子４０１－１乃至入力端子４０１－６、乗算部
４０２乃至乗算部４０５、加算部４０６、減算部４０７、減算部４０８、加算部４０９乃
至加算部４１３、出力端子４１４－１、および出力端子４１４－２から構成される。
【０２８７】
　入力端子４０１－１乃至入力端子４０１－６には、それぞれ切替部２１６から、L，R，
C，Ls，Rs，LFEの各チャンネルのオーディオデータが供給される。
【０２８８】
　入力端子４０１－１乃至入力端子４０１－６は、それぞれ切替部２１６から供給された
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オーディオデータを、加算部４０６、加算部４１０、および乗算部４０２乃至乗算部４０
５に供給する。
【０２８９】
　乗算部４０２乃至乗算部４０５は、入力端子４０１－３乃至入力端子４０１－６から供
給されたオーディオデータに、ダウンミックスのための係数を乗算し、加算部４０６およ
び加算部４１０、減算部４０７および加算部４１１、減算部４０８および加算部４１２、
並びに加算部４０９および加算部４１３に供給する。
【０２９０】
　加算部４０６は、入力端子４０１－１から供給されたオーディオデータと、乗算部４０
２から供給されたオーディオデータとを加算して、減算部４０７に供給する。減算部４０
７は、加算部４０６から供給されたオーディオデータから、乗算部４０３から供給された
オーディオデータを減算して、減算部４０８に供給する。
【０２９１】
　減算部４０８は、減算部４０７から供給されたオーディオデータから、乗算部４０４か
ら供給されたオーディオデータを減算して、加算部４０９に供給する。加算部４０９は、
減算部４０８から供給されたオーディオデータと、乗算部４０５から供給されたオーディ
オデータとを加算して、出力端子４１４－１に供給する。出力端子４１４－１は、加算部
４０９から供給されたオーディオデータを、ダウンミックス後のLチャンネルのオーディ
オデータとしてゲイン調整部２１８に供給する。
【０２９２】
　加算部４１０は、入力端子４０１－２から供給されたオーディオデータと、乗算部４０
２から供給されたオーディオデータとを加算して、加算部４１１に供給する。加算部４１
１は、加算部４１０から供給されたオーディオデータと、乗算部４０３から供給されたオ
ーディオデータとを加算して、加算部４１２に供給する。
【０２９３】
　加算部４１２は、加算部４１１から供給されたオーディオデータと、乗算部４０４から
供給されたオーディオデータとを加算して、加算部４１３に供給する。加算部４１３は、
加算部４１２から供給されたオーディオデータと、乗算部４０５から供給されたオーディ
オデータとを加算して、出力端子４１４－２に供給する。出力端子４１４－２は、加算部
４１３から供給されたオーディオデータを、ダウンミックス後のRチャンネルのオーディ
オデータとしてゲイン調整部２１８に供給する。
【０２９４】
　なお、以下、入力端子４０１－１乃至入力端子４０１－６を特に区別する必要のない場
合、単に入力端子４０１とも称し、出力端子４１４－１および出力端子４１４－２を特に
区別する必要のない場合、単に出力端子４１４とも称することとする。
【０２９５】
　このように、ダウンミックス部２１７－２では、上述した式（２）の計算に相当する処
理が行なわれる。
【０２９６】
［復号処理の説明］
　次に、図３６のフローチャートを参照して、復号装置１４１により行なわれる復号処理
について説明する。
【０２９７】
　ステップＳ１１１において、分離部６１は、符号化装置９１から出力された符号化ビッ
トストリームと、ダウンミックス形式パラメータを取得する。例えば、ダウンミックス形
式パラメータは、復号装置が設けられている情報処理装置から取得される。
【０２９８】
　また、分離部６１は、取得したダウンミックス形式パラメータを切替部１５１およびダ
ウンミックス処理部１５２に供給するとともに、必要に応じてオーディオデータの出力フ
ァイル名を取得して適宜使用する。
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【０２９９】
　ステップＳ１１２において、分離部６１は、符号化ビットストリームをアンパッキング
し、その結果得られた各エレメントを復号部６２に供給する。
【０３００】
　ステップＳ１１３において、PCE復号部１６１は、分離部６１から供給されたPCEを復号
する。例えばPCE復号部１６１は、PCEのコメント領域から拡張領域である「height_exten
sion_element」を読み出したり、PCEからスピーカ配置に関する情報を読み出したりする
。ここで、スピーカ配置に関する情報として、例えばユーザの前方、側方、および後方の
それぞれに配置されるスピーカで再生される各チャンネルの数や、各オーディオデータが
C，L，Rなどの何れのチャンネルのデータであるかを示す情報が読み出される。
【０３０１】
　ステップＳ１１４において、DSE復号部１６２は、分離部６１から供給されたDSEを復号
する。例えばDSE復号部１６２は、DSEから「MPEG4 ancillary data」を読み出したり、さ
らに「MPEG4 ancillary data」から必要な情報を読み出したりする。
【０３０２】
　具体的には、例えば、DSE復号部１６２のダウンミックス情報復号部１７４は、図９に
示した「downmixing_levels_MPEG4()」から、ダウンミックスに用いる係数を特定する情
報として「center_mix_level_value」や「surround_mix_level_value」を読み出して、ダ
ウンミックス処理部１５２に供給する。
【０３０３】
　ステップＳ１１５において、オーディオエレメント復号部１６３は、分離部６１から供
給されたSCE、CPE、およびLFEの各エレメントに格納されているオーディオデータの復号
を行なう。これにより、各チャンネルのPCMデータがオーディオデータとして得られる。
【０３０４】
　復号されたオーディオデータのチャンネル、つまり水平面上の配置位置などは、そのオ
ーディオデータが格納されていたSCEなどのエレメントや、DSEの復号により得られたスピ
ーカ配置に関する情報によって、特定することができる。但し、この時点では、スピーカ
配置の高さに関する情報であるスピーカ配置情報が読み出されていないので、各チャンネ
ルの高さ（レイヤ）については特定されていない状態となっている。
【０３０５】
　オーディオエレメント復号部１６３は、復号により得られたオーディオデータを切替部
１５１に供給する。
【０３０６】
　ステップＳ１１６において、切替部１５１は、分離部６１から供給されたダウンミック
ス形式パラメータに基づいて、オーディオデータのダウンミックスを行なうか否かを判定
する。例えばダウンミックス形式パラメータが、ダウンミックスを行なわないことを示し
ている場合、ダウンミックスを行なわないと判定される。
【０３０７】
　ステップＳ１１６において、ダウンミックスを行なわないと判定された場合、切替部１
５１は、復号部６２から供給されたオーディオデータを並び替え処理部１８１に供給し、
処理はステップＳ１１７に進む。
【０３０８】
　ステップＳ１１７において、復号装置１４１は並び替え処理を行なって、各オーディオ
データをスピーカ配置にしたがって並び替え、出力する。そして、オーディオデータが出
力されると、復号処理は終了する。なお、並び替え処理の詳細は後述する。
【０３０９】
　これに対して、ステップＳ１１６においてダウンミックスを行なうと判定された場合、
切替部１５１は、復号部６２から供給されたオーディオデータをダウンミックス処理部１
５２の切替部２１１に供給し、処理はステップＳ１１８に進む。
【０３１０】
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　ステップＳ１１８において、復号装置１４１はダウンミックス処理を行なって、各オー
ディオデータを、ダウンミックス形式パラメータにより示されるチャンネル数のオーディ
オデータにダウンミックスし、出力する。そして、オーディオデータが出力されると、復
号処理は終了する。なお、ダウンミックス処理の詳細は後述する。
【０３１１】
　以上のようにして、復号装置１４１は符号化ビットストリームを復号し、オーディオデ
ータを出力する。
【０３１２】
［並び替え処理の説明］
　続いて、図３７および図３８のフローチャートを参照して、図３６のステップＳ１１７
の処理に対応する並び替え処理について説明する。
【０３１３】
　ステップＳ１４１において、同期ワード検出部１７１は、PCEのコメント領域（拡張領
域）から同期ワードを読み出すためのパラメータcmt_byteを、cmt_byte＝PCEのコメント
領域のバイト数とする。すなわち、パラメータcmt_byteの値としてコメント領域のバイト
数がセットされる。
【０３１４】
　ステップＳ１４２において、同期ワード検出部１７１はPCEのコメント領域から、予め
定められた同期ワードのデータ量分だけデータの読み出しを行なう。例えば図４の例では
、同期ワードである「PCE_HEIGHT_EXTENSION_SYNC」は8ビット、つまり1バイトであるの
で、PCEのコメント領域の先頭から1バイト分のデータが読み出される。
【０３１５】
　ステップＳ１４３において、PCE復号部１６１は、ステップＳ１４２で読み出したデー
タが同期ワードと一致したか否かを判定する。つまり、読み出されたデータが同期ワード
であるか否かが判定される。
【０３１６】
　ステップＳ１４３において、同期ワードと一致しないと判定された場合、ステップＳ１
４４において、同期ワード検出部１７１は、パラメータcmt_byteの値を、読み出したデー
タ量分だけ減少させる。この場合、パラメータcmt_byteの値が1バイトだけ減少する。
【０３１７】
　ステップＳ１４５において、同期ワード検出部１７１は、パラメータcmt_byte＞0であ
るか否かを判定する。すなわち、パラメータcmt_byteが0よりも大きいか否か、換言すれ
ばコメント領域のデータが全て読み出されたか否かが判定される。
【０３１８】
　ステップＳ１４５においてパラメータcmt_byte＞0であると判定された場合、まだコメ
ント領域から全てのデータが読み出されていないので、処理はステップＳ１４２に戻り、
上述した処理が繰り返される。すなわち、コメント領域のこれまで読み出されたデータに
続く、同期ワードのデータ量分のデータが読み出され、同期ワードとの照合が行なわれる
。
【０３１９】
　これに対して、ステップＳ１４５において、パラメータcmt_byte＞0でないと判定され
た場合、処理はステップＳ１４６へと進む。このようにステップＳ１４６へと処理が進む
のは、コメント領域の全てのデータが読み出されたが、コメント領域からは同期ワードが
検出されなかった場合である。
【０３２０】
　ステップＳ１４６において、PCE復号部１６１は、スピーカ配置情報はないとして、そ
の旨の情報を並び替え処理部１８１に供給し、処理はステップＳ１６４へと進む。このよ
うに、「height_extension_element」において、同期ワードをスピーカ配置情報の直前に
配置することで、コメント領域に含まれる情報が、スピーカ配置情報であるか否かをより
簡単かつ確実に特定することができるようになる。
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【０３２１】
　また、ステップＳ１４３において、コメント領域から読み出したデータが同期ワードと
一致したと判定された場合、同期ワードが検出されたので、同期ワードの直後に続くスピ
ーカ配置情報を読み出すために、処理はステップＳ１４７に進む。
【０３２２】
　ステップＳ１４７において、PCE復号部１６１は、ユーザから見て前方に配置されるス
ピーカで再生されるオーディオデータのスピーカ配置情報を読み出すためのパラメータnu
m_fr_elemの値を、前方に属すエレメント数とする。
【０３２３】
　ここで、前方に属すエレメント数とは、ユーザの前方に配置されるスピーカで再生され
るオーディオデータの数（チャンネル数）であり、このエレメント数はPCEに格納されて
いる。したがって、パラメータnum_fr_elemの値は、「height_extension_element」から
読み出されるべき、前方に配置されたスピーカで再生されるオーディオデータのスピーカ
配置情報の数となる。
【０３２４】
　ステップＳ１４８において、PCE復号部１６１はパラメータnum_fr_elem＞0であるか否
かを判定する。
【０３２５】
　ステップＳ１４８において、パラメータnum_fr_elemが0より大きいと判定された場合、
まだ読み出すべきスピーカ配置情報があるので、処理はステップＳ１４９へと進む。
【０３２６】
　ステップＳ１４９において、PCE復号部１６１は、コメント領域の同期ワードに続いて
配置されている、１エレメント分のスピーカ配置情報を読み出す。図４の例では、１つの
スピーカ配置情報は2ビットとなっているので、コメント領域のこれまで読み出されたデ
ータの直後に配置されている2ビットのデータが、１つのスピーカ配置情報として読み出
される。
【０３２７】
　なお、「height_extension_element」におけるスピーカ配置情報の配置位置や、オーデ
ィオデータがSCE等のどのエレメントに格納されているかなどから、各スピーカ配置情報
がどのオーディオデータについての情報であるかが特定できるようになされている。
【０３２８】
　ステップＳ１５０において、PCE復号部１６１は、スピーカ配置情報を１つ読み出した
ので、パラメータnum_fr_elemの値を１デクリメントする。パラメータnum_fr_elemが更新
されると、その後、処理はステップＳ１４８に戻り、上述した処理が繰り返される。すな
わち、次のスピーカ配置情報が読み出される。
【０３２９】
　また、ステップＳ１４８において、パラメータnum_fr_elem＞0でないと判定された場合
、前方のエレメントのスピーカ配置情報は全て読み出されたので、処理はステップＳ１５
１に進む。
【０３３０】
　ステップＳ１５１において、PCE復号部１６１は、ユーザから見て側方に配置されるス
ピーカで再生されるオーディオデータのスピーカ配置情報を読み出すためのパラメータnu
m_side_elemの値を、側方に属すエレメント数とする。
【０３３１】
　ここで、側方に属すエレメント数とは、ユーザ側方に配置されるスピーカで再生される
オーディオデータの数であり、このエレメント数はPCEに格納されている。
【０３３２】
　ステップＳ１５２において、PCE復号部１６１はパラメータnum_side_elem＞0であるか
否かを判定する。
【０３３３】
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　ステップＳ１５２において、パラメータnum_side_elemが0より大きいと判定された場合
、ステップＳ１５３において、PCE復号部１６１は、コメント領域のこれまで読み出した
データに続いて配置されている、１エレメント分のスピーカ配置情報を読み出す。ステッ
プＳ１５３で読み出されたスピーカ配置情報は、ユーザ側方のチャンネルのスピーカ配置
情報、つまり「side_element_height_info[i]」である。
【０３３４】
　ステップＳ１５４において、PCE復号部１６１は、パラメータnum_side_elemの値を１デ
クリメントする。パラメータnum_side_elemが更新されると、その後、処理はステップＳ
１５２に戻り、上述した処理が繰り返される。
【０３３５】
　また、ステップＳ１５２において、パラメータnum_side_elem＞0でないと判定された場
合、側方のエレメントのスピーカ配置情報は全て読み出されたので、処理はステップＳ１
５５に進む。
【０３３６】
　ステップＳ１５５において、PCE復号部１６１は、ユーザから見て後方に配置されるス
ピーカで再生されるオーディオデータのスピーカ配置情報を読み出すためのパラメータnu
m_back_elemの値を、後方に属すエレメント数とする。
【０３３７】
　ここで、後方に属すエレメント数とは、ユーザ後方に配置されるスピーカで再生される
オーディオデータの数であり、このエレメント数はPCEに格納されている。
【０３３８】
　ステップＳ１５６において、PCE復号部１６１はパラメータnum_back_elem＞0であるか
否かを判定する。
【０３３９】
　ステップＳ１５６において、パラメータnum_back_elemが0より大きいと判定された場合
、ステップＳ１５７において、PCE復号部１６１は、コメント領域のこれまで読み出した
データに続いて配置されている、１エレメント分のスピーカ配置情報を読み出す。ステッ
プＳ１５７で読み出されたスピーカ配置情報は、ユーザ後方のチャンネルのスピーカ配置
情報、つまり「back_element_height_info[i]」である。
【０３４０】
　ステップＳ１５８において、PCE復号部１６１は、パラメータnum_back_elemの値を１デ
クリメントする。パラメータnum_back_elemが更新されると、その後、処理はステップＳ
１５６に戻り、上述した処理が繰り返される。
【０３４１】
　また、ステップＳ１５６において、パラメータnum_back_elem＞0でないと判定された場
合、後方のエレメントのスピーカ配置情報は全て読み出されたので、処理はステップＳ１
５９に進む。
【０３４２】
　ステップＳ１５９において、識別情報算出部１７２は、バイトアラインメントを行なう
。
【０３４３】
　例えば、図４の「height_extension_element」では、スピーカ配置情報に続いて、バイ
トアラインメントの実行を指示する情報「byte_alignment()」が格納されているので、識
別情報算出部１７２は、この情報を読み出すと、バイトアラインメントを実行する。
【０３４４】
　具体的には、識別情報算出部１７２は「height_extension_element」における「PCE_HE
IGHT_EXTENSION_SYNC」から「byte_alignment()」の直前までの間に読み込まれた情報の
データ量が、8ビットの整数倍のデータ量となるように、それらの情報の直後に所定のデ
ータを付加する。つまり、読み出された同期ワード、スピーカ配置情報、および付加され
たデータの合計のデータ量が8ビットの整数倍となるように、バイトアラインメントが行



(36) JP WO2014/007095 A1 2014.1.9

10

20

30

40

50

なわれる。
【０３４５】
　この例では、オーディオデータのチャンネル数、つまり符号化ビットストリームに含ま
れるスピーカ配置情報の数は、予め定められた所定範囲内の数となる。そのため、バイト
アラインメントにより得られたデータ、つまり同期ワード、スピーカ配置情報、および付
加されたデータからなる１つのデータ（以下、アラインメントデータとも称する）が必ず
所定のデータ量のデータとなるようになされている。
【０３４６】
　換言すれば、アラインメントデータのデータ量が、「height_extension_element」に含
まれているスピーカ配置情報の数、つまりオーディオデータのチャンネル数によらず、必
ず所定のデータ量となるようになっている。そのため、PCE復号部１６１は、アラインメ
ントデータが生成された時点で、アラインメントデータが所定のデータ量となっていない
場合には、これまでに読み出したスピーカ配置情報は、正しいスピーカ配置情報ではない
、つまり無効であるとする。
【０３４７】
　ステップＳ１６０において、識別情報算出部１７２は、「height_extension_element」
において、ステップＳ１５９で読み出した「byte_alignment()」に続く識別情報、すなわ
ち「height_info_crc_check」に格納されている情報を読み出す。ここでは、例えば識別
情報としてCRCチェックコードが読み出される。
【０３４８】
　ステップＳ１６１において、識別情報算出部１７２は、ステップＳ１５９で求めたアラ
インメントデータに基づいて識別情報を算出する。例えば、識別情報としてCRCチェック
コードが算出される。
【０３４９】
　ステップＳ１６２において、PCE復号部１６１は、ステップＳ１６０で読み出した識別
情報と、ステップＳ１６１で算出した識別情報とが一致するか否かを判定する。
【０３５０】
　なお、PCE復号部１６１は、アラインメントデータが所定のデータ量となっていない場
合には、ステップＳ１６０およびステップＳ１６１の処理を行なわずに、ステップＳ１６
２において、識別情報が一致しないと判定する。
【０３５１】
　ステップＳ１６２において、識別情報が一致しないと判定された場合、ステップＳ１６
３において、PCE復号部１６１は、読み出したスピーカ配置情報を無効とし、その旨の情
報を並び替え処理部１８１およびダウンミックス処理部１５２に供給する。そして、その
後、処理はステップＳ１６４へと進む。
【０３５２】
　ステップＳ１６３の処理が行なわれるか、またはステップＳ１４６の処理が行なわれる
と、ステップＳ１６４において、並び替え処理部１８１は、予め定めたスピーカ配置で、
切替部１５１から供給されたオーディオデータを出力する。
【０３５３】
　このとき、例えば並び替え処理部１８１は、PCE復号部１６１から供給された、PCEから
読み出されたスピーカ配置に関する情報などに基づいて、各オーディオデータのスピーカ
配置を定める。なお、スピーカ配置を定める際に並び替え処理部１８１が利用する情報の
参照先は、オーディオデータを利用するサービスやアプリケーションに依存し、オーディ
オデータのチャンネル数等に応じて事前に定められているものとする。
【０３５４】
　ステップＳ１６４の処理が行なわれると並び替え処理は終了し、これにより図３６のス
テップＳ１１７の処理も終了するので、復号処理は終了する。
【０３５５】
　一方、ステップＳ１６２において、識別情報が一致したと判定された場合、ステップＳ
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１６５において、PCE復号部１６１は、読み出したスピーカ配置情報を有効とし、スピー
カ配置情報を並び替え処理部１８１およびダウンミックス処理部１５２に供給する。また
、このとき、PCE復号部１６１は、PCEから読み出されたスピーカ配置に関する情報も並び
替え処理部１８１およびダウンミックス処理部１５２に供給する。
【０３５６】
　ステップＳ１６６において、並び替え処理部１８１は、PCE復号部１６１から供給され
たスピーカ配置情報などから定まるスピーカ配置で、切替部１５１から供給されたオーデ
ィオデータを出力する。すなわち、各チャンネルのオーディオデータが、スピーカ配置情
報などにより定まる順番に並び替えられて、後段に出力される。ステップＳ１６６の処理
が行なわれると並び替え処理は終了し、これにより図３６のステップＳ１１７の処理も終
了するので、復号処理は終了する。
【０３５７】
　以上のようにして、復号装置１４１は、PCEのコメント領域から同期ワードやCRCチェッ
クコードの照合を行なってスピーカ配置情報を読み出して、スピーカ配置情報に応じた配
置で、復号されたオーディオデータを出力する。
【０３５８】
　このように、スピーカ配置情報を読み出してスピーカ配置（音源位置）を定めることで
、垂直方向の音像再現が可能となり、より臨場感のある高品質な音声を得ることができる
。
【０３５９】
　また、同期ワードとCRCチェックコードを用いてスピーカ配置情報を読み出すことで、
他のテキスト情報などが格納されている可能性のあるコメント領域から、より確実にスピ
ーカ配置情報を読み出すことができる。つまり、スピーカ配置情報とその他の情報とをよ
り確実に識別することができる。
【０３６０】
　特に、復号装置１４１では、同期ワードの一致、CRCチェックコードの一致、およびア
ラインメントデータのデータ量の一致という３つの要素によりスピーカ配置情報と他の情
報との識別が行なわれるので、スピーカ配置情報の誤検出を抑制することができる。この
ようにスピーカ配置情報の誤検出を抑制することで、正しいスピーカ配置でオーディオデ
ータを再生することができるようになり、より臨場感のある高品質な音声を得ることがで
きる。
【０３６１】
［ダウンミックス処理の説明］
　さらに、図３９のフローチャートを参照して、図３６のステップＳ１１８の処理に対応
するダウンミックス処理について説明する。この場合、切替部１５１からダウンミックス
処理部１５２の切替部２１１に各チャンネルのオーディオデータが供給される。
【０３６２】
　ステップＳ１９１において、DSE復号部１６２の拡張検出部１７３は、DSEの「MPEG4_an
cillary_data()」内にある「ancillary_data_status()」から「ancillary_data_extensio
n_status」を読み出す。
【０３６３】
　ステップＳ１９２において、拡張検出部１７３は、読み出した「ancillary_data_exten
sion_status」が1であるか否かを判定する。
【０３６４】
　ステップＳ１９２において、「ancillary_data_extension_status」が1でない場合、つ
まり0であると判定された場合、ステップＳ１９３において、ダウンミックス処理部１５
２は、予め定められた方法により、オーディオデータのダウンミックスを行なう。
【０３６５】
　例えばダウンミックス処理部１５２は、ダウンミックス情報復号部１７４から供給され
た「center_mix_level_value」や「surround_mix_level_value」により定まる係数を用い
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て、切替部１５１からのオーディオデータをダウンミックスし、出力部６３に供給する。
【０３６６】
　なお、「ancillary_data_extension_status」が0である場合、どのようにしてダウンミ
ックス処理が行なわれるようにしてもよい。
【０３６７】
　ステップＳ１９４において、出力部６３は、ダウンミックス処理部１５２から供給され
たオーディオデータを、そのまま後段に出力し、ダウンミックス処理は終了する。これに
より、図３６のステップＳ１１８の処理が終了するので、復号処理も終了する。
【０３６８】
　これに対して、ステップＳ１９２において、「ancillary_data_extension_status」が1
であると判定された場合、処理はステップＳ１９５へと進む。
【０３６９】
　ステップＳ１９５において、ダウンミックス情報復号部１７４は、図１１に示した「MP
EG4_ext_ancillary_data()」の「ext_downmixing_levels()」内の情報を読み出して、ダ
ウンミックス処理部１５２に供給する。これにより、例えば図１３の「dmix_a_idx」およ
び「dmix_b_idx」が読み出される。
【０３７０】
　なお、「MPEG4_ext_ancillary_data()」に含まれている、図１２に示した「ext_downmi
xing_levels_status」が0である場合には、「dmix_a_idx」および「dmix_b_idx」の読み
出しは行なわれない。
【０３７１】
　ステップＳ１９６において、ダウンミックス情報復号部１７４は、「MPEG4_ext_ancill
ary_data()」の「ext_downmixing_global_gains()」内の情報を読み出して、ダウンミッ
クス処理部１５２に供給する。これにより、例えば図１５に示した情報、つまり「dmx_ga
in_5_sign」、「dmx_gain_5_idx」、「dmx_gain_2_sign」、および「dmx_gain_2_idx」が
読み出される。
【０３７２】
　なお、これらの情報の読み出しは、「MPEG4_ext_ancillary_data()」に含まれている、
図１２に示した「ext_downmixing_global_gains_status」が0である場合には行なわれな
い。
【０３７３】
　ステップＳ１９７において、ダウンミックス情報復号部１７４は、「MPEG4_ext_ancill
ary_data()」の「ext_downmixing_lfe_level()」内の情報を読み出して、ダウンミックス
処理部１５２に供給する。これにより、例えば図１６に示した「dmix_lfe_idx」が読み出
される。
【０３７４】
　なお、より詳細には、ダウンミックス情報復号部１７４は、図１２に示した「ext_down
mixing_lfe_level_status」を読み出し、「ext_downmixing_lfe_level_status」の値に応
じて「dmix_lfe_idx」の読み出しを行なう。
【０３７５】
　すなわち、「dmix_lfe_idx」の読み出しは、「MPEG4_ext_ancillary_data()」に含まれ
ている、「ext_downmixing_lfe_level_status」が0である場合には行なわれない。この場
合、以下において説明するオーディオデータの5.1チャンネルから2チャンネルへのダウン
ミックスにおいて、LFEチャンネルのオーディオデータは用いられない。つまり、LFEチャ
ンネルのオーディオデータに乗算される係数は0とされる。
【０３７６】
　ステップＳ１９８において、ダウンミックス情報復号部１７４は、図７に示した「MPEG
4 ancillary data」の「bs_info()」から、「pseudo_surround_enable」内に格納されて
いる情報を読み出してダウンミックス処理部１５２に供給する。
【０３７７】
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　ステップＳ１９９において、ダウンミックス処理部１５２は、分離部６１から供給され
たダウンミックス形式パラメータに基づいて、オーディオデータは2チャンネルの出力で
あるか否かを判定する。
【０３７８】
　例えば、ダウンミックス形式パラメータが、7.1チャンネル若しくは6.1チャンネルから
2チャンネルへのダウンミックス、または5.1チャンネルから2チャンネルへのダウンミッ
クスを行なうことを示している場合、2チャンネルの出力であると判定される。
【０３７９】
　ステップＳ１９９において、2チャンネルの出力であると判定された場合、処理はステ
ップＳ２００に進む。この場合、切替部２１４の出力先は、切替部２１６へと切り替えら
れる。
【０３８０】
　ステップＳ２００において、ダウンミックス処理部１５２は、分離部６１からのダウン
ミックス形式パラメータに基づいて、オーディオデータの入力は5.1チャンネルであるか
否かを判定する。例えば、ダウンミックス形式パラメータが、5.1チャンネルから2チャン
ネルへのダウンミックスを行なうことを示している場合、入力は5.1チャンネルであると
判定される。
【０３８１】
　ステップＳ２００において、入力は5.1チャンネルではないと判定された場合、処理は
ステップＳ２０１へと進み、7.1チャンネルまたは6.1チャンネルから2チャンネルへのダ
ウンミックスが行なわれる。
【０３８２】
　この場合、切替部２１１は、切替部１５１から供給されたオーディオデータを、切替部
２１２に供給する。また、切替部２１２は、PCE復号部１６１から供給されたスピーカ配
置に関する情報に基づいて、切替部２１１から供給されたオーディオデータを、ダウンミ
ックス部２１３－１乃至ダウンミックス部２１３－４の何れかに供給する。例えば、オー
ディオデータが、6.1チャンネルのデータである場合には、各チャンネルのオーディオデ
ータは、ダウンミックス部２１３－１に供給される。
【０３８３】
　ステップＳ２０１において、ダウンミックス部２１３は、ダウンミックス情報復号部１
７４から供給された、「ext_downmixing_levels()」から読み出された「dmix_a_idx」お
よび「dmix_b_idx」に基づいて、5.1チャンネルへのダウンミックス処理を行なう。
【０３８４】
　例えば、オーディオデータがダウンミックス部２１３－１に供給された場合、ダウンミ
ックス部２１３－１は、図１９に示したテーブルを参照して、「dmix_a_idx」および「dm
ix_b_idx」の値に対して定まる定数を、それぞれ定数ｇ１およびｇ２とする。そして、ダ
ウンミックス部２１３－１は定数ｇ１およびｇ２を、それぞれ乗算部２４２と乗算部２４
３、および乗算部２４４において用いられる係数とすることで、式（６）の演算を行い、
5.1チャンネルのオーディオデータを生成し、切替部２１４に供給する。
【０３８５】
　同様に、オーディオデータがダウンミックス部２１３－２に供給された場合、ダウンミ
ックス部２１３－２は、「dmix_a_idx」および「dmix_b_idx」の値に対して定まる定数を
、それぞれ定数ｅ１およびｅ２とする。そして、ダウンミックス部２１３－２は定数ｅ１
およびｅ２を、それぞれ乗算部２７３と乗算部２７４、および乗算部２７２と乗算部２７
５において用いられる係数とすることで式（４）の演算を行い、得られた5.1チャンネル
のオーディオデータを切替部２１４に供給する。
【０３８６】
　また、オーディオデータがダウンミックス部２１３－３に供給された場合、ダウンミッ
クス部２１３－３は、「dmix_a_idx」および「dmix_b_idx」の値に対して定まる定数を、
それぞれ定数ｄ１およびｄ２とする。そして、ダウンミックス部２１３－３は定数ｄ１お
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よびｄ２を、それぞれ乗算部３０２と乗算部３０３、および乗算部３０４と乗算部３０５
において用いられる係数とすることで式（３）の演算を行い、得られたオーディオデータ
を切替部２１４に供給する。
【０３８７】
　さらに、オーディオデータがダウンミックス部２１３－４に供給された場合、ダウンミ
ックス部２１３－４は、「dmix_a_idx」および「dmix_b_idx」の値に対して定まる定数を
、それぞれ定数ｆ１およびｆ２とする。そして、ダウンミックス部２１３－４は定数ｆ１
およびｆ２を、それぞれ乗算部３３２と乗算部３３３、および乗算部３３４と乗算部３３
５において用いられる係数とすることで式（５）の演算を行い、得られたオーディオデー
タを切替部２１４に供給する。
【０３８８】
　5.1チャンネルのオーディオデータが切替部２１４に供給されると、切替部２１４は、
ダウンミックス部２１３からのオーディオデータを、切替部２１６に供給する。さらに、
切替部２１６は、ダウンミックス情報復号部１７４から供給された「pseudo_surround_en
able」の値に応じて、切替部２１４からのオーディオデータを、ダウンミックス部２１７
－１またはダウンミックス部２１７－２に供給する。
【０３８９】
　例えば、「pseudo_surround_enable」の値が0である場合、オーディオデータはダウン
ミックス部２１７－１に供給され、「pseudo_surround_enable」の値が1である場合、オ
ーディオデータはダウンミックス部２１７－２に供給される。
【０３９０】
　ステップＳ２０２において、ダウンミックス部２１７は、ダウンミックス情報復号部１
７４から供給されたダウンミックスに関する情報に基づいて、切替部２１６から供給され
たオーディオデータの2チャンネルへのダウンミックス処理を行なう。すなわち、「downm
ixing_levels_MPEG4()」内の情報と、「ext_ downmixing_lfe_level()」内の情報とに基
づいて、2チャンネルへのダウンミックス処理が行なわれる。
【０３９１】
　例えば、オーディオデータがダウンミックス部２１７－１に供給された場合、ダウンミ
ックス部２１７－１は、図１９のテーブルを参照し、「center_mix_level_value」および
「surround_mix_level_value」の値に対して定まる定数を、それぞれ定数ａおよびｂとす
る。また、ダウンミックス部２１７－１は、図１８に示したテーブルを参照して、「dmix
_lfe_idx」の値に対して定まる定数を定数ｃとする。
【０３９２】
　そしてダウンミックス部２１７－１は定数ａ、ｂ、およびｃを乗算部３６３と乗算部３
６４、乗算部３６２、および乗算部３６５で用いられる係数とすることで式（１）の演算
を行い、得られた2チャンネルのオーディオデータをゲイン調整部２１８に供給する。
【０３９３】
　また、オーディオデータがダウンミックス部２１７－２に供給された場合、ダウンミッ
クス部２１７－２は、ダウンミックス部２１７－１における場合と同様にして定数ａ、ｂ
、およびｃを定める。そしてダウンミックス部２１７－２は定数ａ、ｂ、およびｃを乗算
部４０３と乗算部４０４、乗算部４０２、および乗算部４０５で用いられる係数とするこ
とで式（２）の演算を行い、得られたオーディオデータをゲイン調整部２１８に供給する
。
【０３９４】
　ステップＳ２０３において、ゲイン調整部２１８は、ダウンミックス情報復号部１７４
から供給された、「ext_downmixing_global_gains()」から読み出された情報に基づいて
、ダウンミックス部２１７からのオーディオデータのゲイン調整を行なう。
【０３９５】
　具体的には、ゲイン調整部２１８は「ext_downmixing_global_gains()」から読み出さ
れた「dmx_gain_5_sign」、「dmx_gain_5_idx」、「dmx_gain_2_sign」、および「dmx_ga
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in_2_idx」に基づいて式（１１）を計算し、ゲイン値dmx_gain_7to2を算出する。そして
、ゲイン調整部２１８は、各チャンネルのオーディオデータにゲイン値dmx_gain_7to2を
乗算し、出力部６３に供給する。
【０３９６】
　ステップＳ２０４において、出力部６３は、ゲイン調整部２１８から供給されたオーデ
ィオデータをそのまま後段に出力し、ダウンミックス処理は終了する。これにより、図３
６のステップＳ１１８の処理が終了するので、復号処理も終了する。
【０３９７】
　なお、出力部６３からオーディオデータが出力される場合には、並び替え処理部１８１
からオーディオデータが出力される場合と、ダウンミックス処理部１５２からのオーディ
オデータがそのまま出力される場合とがある。出力部６３の後段では、これらのオーディ
オデータの２通りの出力のうちの何れを用いるかを予め定めておくことができる。
【０３９８】
　また、ステップＳ２００において、入力が5.1チャンネルであると判定された場合、処
理はステップＳ２０５へと進み、5.1チャンネルから2チャンネルへのダウンミックスが行
なわれる。
【０３９９】
　この場合、切替部２１１は、切替部１５１から供給されたオーディオデータを、切替部
２１６に供給する。また、切替部２１６は、ダウンミックス情報復号部１７４から供給さ
れた「pseudo_surround_enable」の値に応じて、切替部２１１からのオーディオデータを
、ダウンミックス部２１７－１またはダウンミックス部２１７－２に供給する。
【０４００】
　ステップＳ２０５において、ダウンミックス部２１７は、ダウンミックス情報復号部１
７４から供給されたダウンミックスに関する情報に基づいて、切替部２１６から供給され
たオーディオデータの2チャンネルへのダウンミックス処理を行なう。なお、ステップＳ
２０５では、ステップＳ２０２と同様の処理が行なわれる。
【０４０１】
　ステップＳ２０６において、ゲイン調整部２１８は、ダウンミックス情報復号部１７４
から供給された、「ext_downmixing_global_gains()」から読み出された情報に基づいて
、ダウンミックス部２１７からのオーディオデータのゲイン調整を行なう。
【０４０２】
　具体的には、ゲイン調整部２１８は「ext_downmixing_global_gains()」から読み出さ
れた「dmx_gain_2_sign」および「dmx_gain_2_idx」に基づいて式（９）を計算し、その
結果得られたオーディオデータを出力部６３に供給する。
【０４０３】
　ステップＳ２０７において、出力部６３は、ゲイン調整部２１８から供給されたオーデ
ィオデータをそのまま後段に出力し、ダウンミックス処理は終了する。これにより、図３
６のステップＳ１１８の処理が終了するので、復号処理も終了する。
【０４０４】
　さらに、ステップＳ１９９において、2チャンネルの出力でない、つまり5.1チャンネル
の出力であると判定された場合、処理はステップＳ２０８へと進み、7.1チャンネルまた
は6.1チャンネルから5.1チャンネルへのダウンミックスが行なわれる。
【０４０５】
　この場合、切替部２１１は、切替部１５１から供給されたオーディオデータを、切替部
２１２に供給する。また、切替部２１２は、PCE復号部１６１から供給されたスピーカ配
置に関する情報に基づいて、切替部２１１から供給されたオーディオデータを、ダウンミ
ックス部２１３－１乃至ダウンミックス部２１３－４の何れかに供給する。さらに、切替
部２１４の出力先は、ゲイン調整部２１５とされる。
【０４０６】
　ステップＳ２０８において、ダウンミックス部２１３は、ダウンミックス情報復号部１
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７４から供給された、「ext_downmixing_levels()」から読み出された「dmix_a_idx」お
よび「dmix_b_idx」に基づいて、5.1チャンネルへのダウンミックス処理を行なう。なお
、ステップＳ２０８では、ステップＳ２０１と同様の処理が行なわれる。
【０４０７】
　5.1チャンネルへのダウンミックス処理が行なわれて、オーディオデータがダウンミッ
クス部２１３から切替部２１４へと供給されると、切替部２１４は、供給されたオーディ
オデータを、ゲイン調整部２１５に供給する。
【０４０８】
　ステップＳ２０９において、ゲイン調整部２１５は、ダウンミックス情報復号部１７４
から供給された、「ext_downmixing_global_gains()」から読み出された情報に基づいて
、切替部２１４からのオーディオデータのゲイン調整を行なう。
【０４０９】
　具体的には、ゲイン調整部２１５は「ext_downmixing_global_gains()」から読み出さ
れた「dmx_gain_5_sign」および「dmx_gain_5_idx」に基づいて式（７）を計算し、その
結果得られたオーディオデータを出力部６３に供給する。
【０４１０】
　ステップＳ２１０において、出力部６３は、ゲイン調整部２１５から供給されたオーデ
ィオデータをそのまま後段に出力し、ダウンミックス処理は終了する。これにより、図３
６のステップＳ１１８の処理が終了するので、復号処理も終了する。
【０４１１】
　以上のようにして、復号装置１４１は、符号化ビットストリームから読み出した情報に
基づいて、オーディオデータのダウンミックスを行なう。
【０４１２】
　例えば、符号化ビットストリームでは、DSEに「pseudo_surround_enable」が含まれて
いるので、複数の方法のうち、オーディオデータに最適な方法で5.1チャンネルから2チャ
ンネルへのダウンミックス処理を行なうことができる。これにより、復号側において、よ
り臨場感のある高品質な音声を得ることができるようになる。
【０４１３】
　また、符号化ビットストリームには、拡張情報が含まれているかを示す情報が「ancill
ary_data_extension_status」に格納されている。したがって、この情報を参照すれば、
拡張領域に拡張情報が含まれているかを特定することができる。このような拡張情報を得
ることができれば、より高い自由度でオーディオデータをダウンミックスすることができ
るので、より臨場感のある高品質な音声を得ることができる。
【０４１４】
　ところで、上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行することもできるし、ソフ
トウェアにより実行することもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行する場合に
は、そのソフトウェアを構成するプログラムが、コンピュータにインストールされる。こ
こで、コンピュータには、専用のハードウェアに組み込まれているコンピュータや、各種
のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行することが可能な、例えば汎
用のパーソナルコンピュータなどが含まれる。
【０４１５】
　図４０は、上述した一連の処理をプログラムにより実行するコンピュータのハードウェ
アの構成例を示すブロック図である。
【０４１６】
　コンピュータにおいて、CPU（Central Processing Unit）５０１，ROM（Read Only Mem
ory）５０２，RAM（Random Access Memory）５０３は、バス５０４により相互に接続され
ている。
【０４１７】
　バス５０４には、さらに、入出力インターフェース５０５が接続されている。入出力イ
ンターフェース５０５には、入力部５０６、出力部５０７、記録部５０８、通信部５０９
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、及びドライブ５１０が接続されている。
【０４１８】
　入力部５０６は、キーボード、マウス、マイクロホン、撮像素子などよりなる。出力部
５０７は、ディスプレイ、スピーカなどよりなる。記録部５０８は、ハードディスクや不
揮発性のメモリなどよりなる。通信部５０９は、ネットワークインターフェースなどより
なる。ドライブ５１０は、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、又は半導体メモ
リなどのリムーバブルメディア５１１を駆動する。
【０４１９】
　以上のように構成されるコンピュータでは、CPU５０１が、例えば、記録部５０８に記
録されているプログラムを、入出力インターフェース５０５及びバス５０４を介して、RA
M５０３にロードして実行することにより、上述した一連の処理が行われる。
【０４２０】
　コンピュータ（CPU５０１）が実行するプログラムは、例えば、パッケージメディア等
としてのリムーバブルメディア５１１に記録して提供することができる。また、プログラ
ムは、ローカルエリアネットワーク、インターネット、デジタル衛星放送といった、有線
または無線の伝送媒体を介して提供することができる。
【０４２１】
　コンピュータでは、プログラムは、リムーバブルメディア５１１をドライブ５１０に装
着することにより、入出力インターフェース５０５を介して、記録部５０８にインストー
ルすることができる。また、プログラムは、有線または無線の伝送媒体を介して、通信部
５０９で受信し、記録部５０８にインストールすることができる。その他、プログラムは
、ROM５０２や記録部５０８に、あらかじめインストールしておくことができる。
【０４２２】
　なお、コンピュータが実行するプログラムは、本明細書で説明する順序に沿って時系列
に処理が行われるプログラムであっても良いし、並列に、あるいは呼び出しが行われたと
き等の必要なタイミングで処理が行われるプログラムであっても良い。
【０４２３】
　また、本技術の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本技術
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【０４２４】
　例えば、本技術は、１つの機能をネットワークを介して複数の装置で分担、共同して処
理するクラウドコンピューティングの構成をとることができる。
【０４２５】
　また、上述のフローチャートで説明した各ステップは、１つの装置で実行する他、複数
の装置で分担して実行することができる。
【０４２６】
　さらに、１つのステップに複数の処理が含まれる場合には、その１つのステップに含ま
れる複数の処理は、１つの装置で実行する他、複数の装置で分担して実行することができ
る。
【０４２７】
　さらに、本技術は、以下の構成とすることも可能である。
【０４２８】
［１］
　符号化ビットストリームの任意のデータを格納可能な領域から、所定の情報の有無を識
別するための識別情報を読み出す識別情報検出部と、
　複数の前記識別情報に基づいて、前記任意のデータを格納可能な領域から、前記所定の
情報を読み出す読み出し部と
　を備える復号装置。
［２］
　前記任意のデータを格納可能な領域には、前記識別情報として、予め定められた第１の
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識別情報と、前記所定の情報に基づいて算出される第２の識別情報とが格納されている
　［１］に記載の復号装置。
［３］
　前記読み出し部は、前記任意のデータを格納可能な領域に含まれる前記第１の識別情報
が予め定められた特定の情報であり、かつ前記任意のデータを格納可能な領域から読み出
された前記第２の識別情報が、読み出された前記所定の情報に基づいて算出された前記第
２の識別情報と一致する場合、前記所定の情報が有効な情報であるとする
　［２］に記載の復号装置。
［４］
　前記読み出し部は、読み出された前記第１の識別情報が予め定められた特定の情報であ
る場合、前記任意のデータを格納可能な領域において前記第１の識別情報に続いて配置さ
れている前記所定の情報の読み出しを開始する
　［２］または［３］に記載の復号装置。
［５］
　前記第２の識別情報は、前記所定の情報を含む情報に対してバイトアラインメントを行
なうことで得られた情報に基づいて算出される
　［２］乃至［４］の何れかに記載の復号装置。
［６］
　前記任意のデータを格納可能な領域には、予め定められた範囲内の任意の数の前記所定
の情報が含まれており、
　前記読み出し部は、前記バイトアラインメントを行なうことで得られた情報が、所定の
大きさの情報でない場合、前記所定の情報は無効な情報であるとする
　［５］に記載の復号装置。
［７］
　前記所定の情報はオーディオデータに関する情報であり、
　前記符号化ビットストリームに含まれている前記オーディオデータを復号する復号部を
さらに備える
　［１］乃至［６］の何れかに記載の復号装置。
［８］
　符号化ビットストリームの任意のデータを格納可能な領域から、所定の情報の有無を識
別するための識別情報を読み出し、
　複数の前記識別情報に基づいて、前記任意のデータを格納可能な領域から、前記所定の
情報を読み出す
　ステップを含む復号方法。
［９］
　符号化ビットストリームの任意のデータを格納可能な領域から、所定の情報の有無を識
別するための識別情報を読み出し、
　複数の前記識別情報に基づいて、前記任意のデータを格納可能な領域から、前記所定の
情報を読み出す
　ステップを含む処理をコンピュータに実行させるプログラム。
［１０］
　所定の情報の有無を識別するための複数の識別情報と、前記所定の情報とを符号化する
符号化部と、
　符号化された前記所定の情報および前記識別情報を、任意のデータを格納可能な領域に
格納して符号化ビットストリームを生成するパッキング部と
　を備える符号化装置。
［１１］
　前記任意のデータを格納可能な領域には、前記識別情報として、予め定められた第１の
識別情報と、前記所定の情報に基づいて算出される第２の識別情報とが格納される
　［１０］に記載の符号化装置。
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［１２］
　前記任意のデータを格納可能な領域に含まれる前記第１の識別情報が予め定められた特
定の情報であり、かつ前記任意のデータを格納可能な領域から読み出された前記第２の識
別情報が、読み出された前記所定の情報に基づいて算出された前記第２の識別情報と一致
する場合、前記所定の情報が有効な情報であるとされる
　［１１］に記載の符号化装置。
［１３］
　前記任意のデータを格納可能な領域において、前記第１の識別情報に続いて前記所定の
情報が配置され、読み出された前記第１の識別情報が予め定められた特定の情報である場
合、前記所定の情報の読み出しが開始される
　［１１］または［１２］に記載の符号化装置。
［１４］
　前記任意のデータを格納可能な領域には、前記所定の情報を含む情報に対するバイトア
ラインメントの実行を指示する情報、および前記バイトアラインメントにより得られた情
報に基づいて算出された前記第２の識別情報と、前記任意のデータを格納可能な領域に格
納されている前記第２の識別情報との照合を指示する情報がさらに格納される
　［１１］乃至［１３］の何れかに記載の符号化装置。
［１５］
　前記任意のデータを格納可能な領域には、予め定められた範囲内の任意の数の前記所定
の情報が格納され、前記バイトアラインメントを行なうことで得られた情報が、所定の大
きさの情報でない場合、前記所定の情報は無効な情報であるとされる
　［１４］に記載の符号化装置。
［１６］
　前記所定の情報はオーディオデータに関する情報であり、
　前記符号化部は、前記オーディオデータを符号化し、
　前記パッキング部は、符号化された前記オーディオデータを前記符号化ビットストリー
ムに格納する
　［１０］乃至［１５］の何れかに記載の符号化装置。
［１７］
　所定の情報の有無を識別するための複数の識別情報と、前記所定の情報とを符号化し、
　符号化された前記所定の情報および前記識別情報を、任意のデータを格納可能な領域に
格納して符号化ビットストリームを生成する
　ステップを含む符号化方法。
［１８］
　所定の情報の有無を識別するための複数の識別情報と、前記所定の情報とを符号化し、
　符号化された前記所定の情報および前記識別情報を、任意のデータを格納可能な領域に
格納して符号化ビットストリームを生成する
　ステップを含む処理をコンピュータに実行させるプログラム。
【符号の説明】
【０４２９】
　１１　符号化装置，　２１　入力部，　２２　符号化部，　２３　パッキング部，　５
１　復号装置，　６１　分離部，　６２　復号部，　６３　出力部，　９１　符号化装置
，　１０１　PCE符号化部，　１０２　DSE符号化部，　１０３　オーディオエレメント符
号化部，　１１１　同期ワード符号化部，　１１２　配置情報符号化部，　１１３　識別
情報符号化部，　１１４　拡張情報符号化部，　１１５　ダウンミックス情報符号化部，
　１４１　復号装置，　１５２　ダウンミックス処理部，　１６１　PCE復号部，　１６
２　DSE復号部，　１６３　オーディオエレメント復号部，　１７１　同期ワード検出部
，　１７２　識別情報算出部，　１７３　拡張検出部，　１７４　ダウンミックス情報復
号部，　１８１　並び替え処理部
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